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4月1日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【「約款格差」発生・拡大の兆候】…２面／タイヤ
ケアホントの話【「新商品でいこう！」】…３面／食の新旧街道を行く【「和食の香辛料」安倍
奥のわさび】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 4,799 99.0%

一　般 ― 101.7%
宅配便（千個） 309,432 100.5%

輸送統計
平成30年1月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
20

（−6）
19

（−1）
39

（−7）

交通事故死者数（人）
2月28日現在 3月29日現在

563
（−7）

824
（−23）

全国の死亡
事故件数

547
（−12）

平成30年2月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

3/15〜4/14  3450
4/15〜5/14  1819

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

6 ＜新運賃・料金届出促進企画＞
・�新運賃・料金届出事例紹介

熊本交通運輸㈱

4 ・��平成30年度
全ト協の主な助成制度

5 ・��全ト協女性部会
部会長・副部会長インタビュー

7 �＜春の全国交通安全運動＞
・全ト協実施計画

8 ＜特集・東日本大震災から7年＞
福島復興支援輸送協同組合（福島県福島市）

平成29年度に続き「インターンシップ
導入促進支援助成事業」が行われる

　

今
年
６
月
１
日
か
ら
︑﹁
標

準
引
越
運
送
約
款
﹂
改
正
告

示
が
施
行
さ
れ
る
︒

　

引
越
運
送
業
に
お
い
て

は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の

一
括
見
積
も
り
に
よ
る
引
越

業
者
の
選
択
や
単
身
引
越
へ

の
対
応
な
ど
︑﹁
消
費
者
ニ

ー
ズ
や
引
越
事
業
者
が
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
多
様

化
﹂
が
急
速
に
進
ん
だ
︒
ま

た
︑
引
越
運
送
業
に
お
い
て

も
︑
昨
今
の
人
手
不
足
感
の

高
ま
り
を
背
景
に
﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
﹂
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
た
︒

　

そ
れ
を
踏
ま
え
︑
国
土
交

通
省
で
は
平
成
27
年
に
﹁
標

準
引
越
運
送
約
款
改
正
検
討

会
﹂
を
立
ち
上
げ
︑
約
款
適

用
範
囲
の
拡
大
や
解
約
・
延

期
手
数
料
等
の
改
正
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
た
︒
同

検
討
会
で
の
議
論
を
踏
ま

え
︑
今
年
１
月
に
は
標
準
引

越
運
送
約
款
の
改
正
が
行
わ

れ
た
︒

　

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑
次

の
２
点
と
な
っ
て
い
る
︒

　

①
標
準
引
越
運
送
約
款
お

よ
び
標
準
貨
物
自
動
車
利
用

運
送
（
引
越
）
約
款
の
適
用

範
囲
に
﹁
積
合
せ
に
よ
る
引

越
運
送
﹂
を
追
加
︒

　

②
見
積
書
記
載
内
容
の
確

認
日
お
よ
び
解
約
・
延
期
手

数
料
率
を
変
更
（
図
１
）︒

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
︑
引

越
運
送
業
に
も
貸
切
バ
ス
や

旅
行
な
ど
と
い
っ
た
他
モ
ー

ド
と
同
程
度
の
解
約
・
延
期

手
数
料
率
が
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
︒
引
越
直
前
の

　
﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に

対
す
る
行
政
処
分
等
の
基

準
﹂
の
改
正
に
つ
い
て
３
月

30
日
︑
通
達
さ
れ
た
︒
７
月

１
日
に
施
行
予
定
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し

た
自
動
車
運
送
事
業
の
運
転

者
は
︑
全
職
業
平
均
と
比
較

し
て
労
働
時
間
が
約
１
～
２

割
長
く
︑
い
わ
ゆ
る
過
労
死

の
認
定
件
数
も
職
種
別
で
最

も
高
い
実
態
が
あ
る
た
め
︑

運
転
者
の
長
時
間
労
働
是
正

や
過
労
防
止
は
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド

解
約
・
延
期
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
︑
春
の
引
越
繁

忙
期
な
ど
を
中
心
に
﹁
引
越

事
業
者
が
事
前
に
手
配
し
た

車
両
・
ド
ラ
イ
バ
ー
等
が
活

用
さ
れ
な
い
﹂
と
い
っ
た
事

態
の
減
少
が
期
待
さ
れ
る
︒

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
改
善

を
図
る
た
め
に
︑
過
労
防
止

関
連
違
反
が
み
ら
れ
る
事
業

者
に
対
し
て
実
施
さ
れ
る
行

政
処
分
の
処
分
量
定
の
引
き

上
げ
な
ど
︑
所
要
の
改
正
を

行
う
こ
と
と
す
る
︒

　

①
過
労
防
止
関
連
違
反
等

に
係
る
車
両
停
止
等
の
処
分

量
定
を
引
き
上
げ
る（
図
２
）︒

　

②
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
対
し
て
は
︑
使
用
停
止
車

両
割
合
を
最
大
で
保
有
車
両

数
の
５
割
ま
で
引
き
上
げ
る

（
図
３
）︒

　

併
せ
て
︑
適
正
化
実
施
機

関
に
よ
る
巡
回
指
導
に
お
い

て
︑
①
総
合
評
価
が
著
し
く

悪
い
事
業
者
︑
②
新
規
参
入

後
の
総
合
評
価
が
継
続
し
て

悪
い
事
業
者
︑
③
健
康
診
断

受
診
や
社
会
保
険
加
入
等
の

基
本
項
目
が
継
続
し
て
不
適

切
で
あ
る
事
業
者
︑
に
対
し

て
重
点
的
に
監
査
を
実
施
す

る
︒（
10
月
１
日
施
行
予
定
）︒

有
車
両
数
が
３
０
０
両
以
上

の
事
業
者
に
は
︑
安
全
管
理

規
程
の
設
定
お
よ
び
届
け

出
︑
安
全
統
括
管
理
者
の
選

任
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
︒

　

一
方
︑
国
交
省
は
﹁
事
業

用
自
動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
０
９
﹂
を
21
年
に
策
定

し
︑
事
業
用
自
動
車
に
係
る

事
故
の
削
減
に
向
け
て
総
力

わ
な
い
安
定
的
な
輸
送
を
確

保
す
る
た
め
︑
国
交
大
臣
が

物
流
上
重
要
な
道
路
輸
送
網

を
﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
と
し

て
指
定
し
︑
機
能
強
化
・
重

点
支
援
を
図
る
も
の
で
あ
る
︒

　

近
年
︑
国
際
海
上
コ
ン
テ

ナ
車
等
が
増
加
す
る
中
︑
道

路
構
造
上
の
制
約
に
よ
る
通

行
の
支
障
が
物
流
生
産
性
の

向
上
を
阻
害
し
て
お
り
︑
道

路
整
備
に
よ
る
物
流
生
産
性

向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
た
︒
新
た
に
設
定
さ
れ

る
重
要
物
流
道
路
に
対
し
て

は
︑
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車

等
の
円
滑
な
通
行
を
図
る
た

め
︑
通
常
の
道
路
よ
り
も
水

準
が
高
い
特
別
な
構
造
基
準

を
設
定
︒
基
準
を
満
た
し
た

道
路
に
つ
い
て
は
︑
国
際
海

上
コ
ン
テ
ナ
車
等
の
通
行
に

係
る
許
可
が
不
要
と
な
る
︒

　

ま
た
︑
重
要
物
流
道
路
お

よ
び
そ
の
代
替
・
補
完
路
に

つ
い
て
は
︑
災
害
時
の
道
路

啓
開
・
災
害
復
旧
を
被
災
自

治
体
に
代
わ
っ
て
国
が
行
う

こ
と
に
よ
り
︑
被
災
通
行
規

　
﹁
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

運
輸
規
則
及
び
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
﹂
が

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

に
お
い
て
は
︑
輸
送
の
安
全

性
確
保
の
た
め
︑
全
て
の
運

送
事
業
者
に
対
し
て
運
輸
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
︑
保

　
﹁
道
路
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
﹂
が
３
月
30

日
に
国
会
で
成
立
し
た
︒

　

本
改
正
案
は
︑
道
路
の
改

築
に
対
す
る
国
費
率
の
か
さ

上
げ
措
置
を
10
年
間
（
39
年

度
末
ま
で
）
延
長
す
る
と
と

も
に
︑
道
路
管
理
の
充
実
に

よ
る
安
全
性
の
さ
ら
な
る
向

上
と
︑
物
流
上
重
要
な
道
路

網
の
機
能
強
化
等
を
図
る
た

め
に
策
定
さ
れ
た
も
の
︒
な

か
で
も
運
送
業
界
に
と
っ
て

は
︑
本
改
正
に
よ
っ
て
新
設

さ
れ
る
﹁
重
要
物
流
道
路
制

度
﹂
導
入
に
よ
り
︑
物
流
生

産
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
︒

　

重
要
物
流
道
路
制
度
と

は
︑
平
常
時
・
災
害
時
を
問

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
の
︑同
プ
ラ
ン
で
定
め
た

﹁
10
年
間
で
死
者
数
を
半
減

す
る
（
30
年
に
２
５
０
人
）﹂

と
い
う
目
標
の
達
成
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
︒

　

国
交
省
が
29
年
６
月
に
策

定
し
た
﹁
事
業
用
自
動
車
総

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂

の
中
で
も
︑
事
故
削
減
目
標

の
達
成
に
向
け
た
対
策
の
１

つ
と
し
て
︑
安
全
管
理
規
程

等
の
義
務
付
け
対
象
事
業
者

拡
大
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
︑
同
改
正
省
令
の
施
行
は

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
は
︑﹁
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規

則
﹂
に
お
い
て
︑﹁
３
０
０
両

以
上
の
事
業
用
車
両
を
保
有

す
る
者
﹂
を
当
該
義
務
付
け

の
対
象
と
し
て
き
た
が
︑
４

月
１
日
か
ら
は
当
該
義
務
付

け
対
象
が
２
０
０
両
以
上
に

拡
大
さ
れ
て
い
る
︒

　

な
お
︑経
過
措
置
と
し
て
︑

新
た
に
当
該
義
務
付
け
の
対

象
と
な
っ
た
事
業
者
は
︑
施

行
日
か
ら
３
か
月
以
内
に
︑

安
全
管
理
規
程
の
設
定
・
届

け
出
お
よ
び
安
全
統
括
管
理

者
の
選
任
の
届
け
出
が
必
要

と
な
る
︒

制
回
数
・
時
間
の
削
減
が
期

待
さ
れ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
重
要
物
流

道
路
制
度
の
導
入
等
本
改
正

に
よ
る
目
標
・
効
果
を
図
４

の
よ
う
に
示
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
今
年
を
﹁
道
路
改

革
元
年
﹂
と
位
置
付
け
て
お

り
︑
物
流
生
産
性
の
向
上
に

資
す
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
積
極
的
な
整
備
の
推

進
や
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の

解
消
に
向
け
︑
国
交
省
や
全

国
道
路
利
用
者
会
議
等
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

積
極
的
な
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

平
成
30
年
度
を
迎
え
る
４
月
１
日
か
ら
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
る
︒
新
年
度

か
ら
変
わ
る
ト
ラ
ッ
ク
関
係
の
主
な
事
項
に
つ
い
て

ま
と
め
た
︒

図 1　見積書記載内容の確認日および解約・延期手数料率の変更について

図 2　処分量定の引き上げ（トラックの初違反の主なもの）
過労防止関連違反に係る行政処分の処分量定に引き上げる

人

人

人

図３　使用停止車両割合の引き上げ（トラック）

「トラック運送業界はこう変わる2018」
解
約
・
延
期
手
数
料
引
き
上
げ
に
よ
り

直
前
キ
ャ
ン
セ
ル
減
少
を
狙
う

改
正
標
準
引
越
運
送
約
款
（
６
月
１
日
よ
り
施
行
）

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働

是
正
に
向
け
行
政
処
分
を
強
化

過
労
防
止
関
連
違
反
等
の
処
分
量
定
を
引
き
上
げ

４
月
よ
り
輸
送
安
全
規
則一

部
改
正
省
令
施
行

保
有
台
数
２
０
０
両
以
上
が
安
全
管
理
規
程
等
の
義
務
付
け
対
象
に

全
ト
協
は
今
年
を

「
道
路
改
革
元
年
」
と
位
置
付
け

「
重
要
物
流
道
路
制
度
」
導
入
に
よ
り
物
流
生
産
性
向
上
へ

生
産
性
と
安
全
性
の
向
上
・
長
時
間
労
働
の
是
正
目
指
し

【
新
年
度
】
法
・
省
令
等
の
改
正
・
施
行
予
定

図 4　重要物流道路設定による目標・効果
【目標・効果】平常時・災害時を問わず、安定的かつ安
全・円滑に利用可能な道路網を確保
• KPI（重要業績評価指標）
①豪雨による被災通行規制回数・時間の削減
　143件/年・2,823 時間 /年（過去 5年間平均）

→ 10年後には概ね半減
②�国際海上コンテナ車（40ft 背高）の特車通行許可必
要台数の削減　
　約30万台（平成28年度）� → 10年後には概ね半減



（2）第2105号（第3種郵便物認可）平成30年（2018年）4月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2018.3.15—
4.1

おかげさまで創立40周年を

迎えることができました。

"安全・迅速そして信頼の物流ネットワーク企業"

〒104-0032

東京都中央区八丁堀三丁目4番8号RBM京橋ビル8F

TEL：03－6222－7720（代）

感謝をのせて、未来へ走る

日本軽金属グループ

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

４
月
１
日
か
ら
新
年
度
だ
︒
契

約
改
定
な
ど
も
新
年
度
か
ら
が
多

い
︒
昨
年
11
月
の
﹁
標
準
貨
物
自

動
車
運
送
約
款
﹂の
施
行
に
伴
い
︑

新
年
度
か
ら
の
運
賃
・
料
金
改
定

が
多
い
と
予
想
し
て
い
た
︒
だ
が
︑

実
際
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
感
が

あ
る
︒
新
約
款
を
使
用
す
る
事
業

者
に
は
︑
運
賃
や
諸
料
金
の
変
更

届
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
︑
届

出
状
況
は
低
い
よ
う
だ
︒
さ
ら
に
︑

約
款
改
定
を
契
機
に
荷
主
と
交
渉

し
た
事
業
者
は
も
っ
と
少
な
い
こ

と
に
な
る
︒

　

荷
主
と
交
渉
し
た
事
業
者
が
少

な
い
の
は
な
ぜ
か
︒こ
の
間
に
運
賃

・
料
金
の
値
上
げ
を
実
現
し
て
い

る
事
業
者
は
︑﹁
約
款
改
定
以
前

か
ら
交
渉
を
進
め
て
き
た
﹂こ
と
︒

ま
た
﹁
賃
金
ア
ッ
プ
や
︑
労
働
時

間
短
縮
に
伴
う
コ
ス
ト
増
を
前
面

に
出
し
て
交
渉
し
︑
約
款
改
定
は

交
渉
を
後
押
し
す
る
条

件
の
１
つ
だ
が
値
上
げ

の
理
由
に
は
し
て
い
な

い
︒
そ
の
方
が
荷
主
の

担
当
者
も
上
司
に
話
を

も
っ
て
い
き
や
す
い
﹂

と
い
う
︒
こ
れ
ら
の
事

業
者
の
多
く
が
﹁
採
算

の
取
れ
な
い
取
引
先
か

ら
撤
退
し
た
﹂
こ
と
も

特
徴
的
で
あ
る
︒
こ
れ
は
約
款

改
定
を
機
に
作
業
料
な
ど
の
有

料
化
を
実
現
し
た
事
業
者
も
同

様
で
︑﹁
撤
退
を
覚
悟
で
交
渉

に
臨
ん
で
い
る
﹂ケ
ー
ス
が
多
い
︒

　

一
方
︑
庫
内
作
業
な
ど
ト
ー

タ
ル
で
業
務
を
受
託
し
て
い
る

事
業
者
は
﹁
作

業
な
ど
の
料
金

と
輸
配
送
の
運

賃
は
以
前
か
ら

別
に
収
受
し
て

い
る
﹂︒
一
括

契
約
の
場
合
で

も
﹁
コ
ス
ト
計

算
上
は
作
業
コ

ス
ト
と
運
送
コ

ス
ト
を
合
わ
せ

て
契
約
金
額
を

決
め
て
い
る
﹂︒

し
た
が
っ
て

﹁
運
賃
と
作
業

料
は
以
前
か
ら

実
質
的
に
は
区

分
さ
れ
て
い

た
﹂
と
い
う
︒

　

そ
こ
で
運
送
業
務
だ
け
の
事

業
者
で
︑
附
帯
作
業
な
ど
は
無

料
だ
っ
た
が
︑
約
款
改
定
を
機

に
交
渉
し
た
ケ
ー
ス
を
取
材
し

た
︒
す
る
と
予
想
外
の
新
た
な

兆
候
が
み
え
て
き
た
︒
そ
れ
は

﹁
約
款
格
差
﹂
と
で
も
い
う
べ
き

事
態
の
進
行
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
は
﹁
運
賃
﹂
と
い
う

く
く
り
で
曖
昧
だ
っ
た
が
︑
交
渉

し
て
運
賃
と
は
別
に
諸
作
業
料
や

荷
役
料
︑
待
機
料
を
請
求
す
る
よ

う
に
な
っ
た
事
業
者
が
い
る
︒
荷

主
に
と
っ
て
は
従
来
の
運
賃
に
諸

料
金
が
プ
ラ
ス
さ
れ
︑
そ
の
分
が

コ
ス
ト
増
に
な
る
︒
す
る
と
﹁
当

社
は
諸
料
金
や
待
機
料
を
請
求
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
︑
交
渉
し
な

い
他
の
事
業
者
は
従
来
通
り
﹂で
︑

荷
主
が
﹁
協
力
会
社
間
の
差
別
化

を
図
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
﹂︒
ま

た
諸
料
金
や
残
業
代
︑
キ
ャ
ン
セ

ル
料
の
別
途
請
求
で
合
意
し
た
別

の
事
業
者
も
﹁
荷
主
と
の
間
で
他

の
協
力
会
社
に
対
し
て
は
秘
密
厳

守
の
約
束
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
い

う
︒
同
様
の
証
言
を
数
社
か
ら
聞

い
た
︒

　

さ
ら
に
作
業
料
や
荷
役
料
︑
待

機
料
な
ど
を
﹁
協
力
会
社
全
社
に

一
律
に
適
用
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
︑

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
高
い
事
業
者
１

社
に
取
引
を
絞
り
込
み
た
い
﹂
の

が
荷
主
の
本
音
︑
と
話
す
事
業
者

も
い
た
︒

　

交
渉
を
た
め
ら
っ
て
い
る
と
︑

こ
の
よ
う
に
﹁
約
款
格
差
﹂
が
進

行
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒

第
206
回
「約款格差」発生・拡大の兆候

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～優先編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  交通整理の行われていない道幅が同じような交差点では、右方からくる
車の進行を妨げない。（ ○・× ）

❷  交通整理の行われていない交差点において、交差する道路の道幅が明ら
かに広い場合は、交差道路側の車の進行を妨げない。（ ○・× ）

❸  交差点を右折する場合において、直進車や左折車があるときは、先に交
差点に入った場合でも直進車や左折車の進行を妨げない。（ ○・× ）

❹  路線バス等の優先通行帯においては、指定された路線バス等及び小型特
殊自動車、原動機付自転車、軽車両は通行できるが、その他の車は右左
折などのやむを得ない場合を除いて通行できない。（ ○・× ）

❺  緊急自動車が高速道路の本線車道に入ろうとしているときは、その進行
を妨げない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　あなたは片側１車線の道路を走行しています。歩道には下校中の
子どもが通行しており、対向車線側には路線バスが停車しています。
この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避けるため
にはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 98回〕「下校中の子どもがいる道路の走行」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

３
月
19
日
︑
第
35
回
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評

価
委
員
会
（
委
員
長
・
野
尻

俊
明
流
通
経
済
大
学
学
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　
﹁
平
成
29
年
度
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
の
実
施
状

況
﹂
で
は
︑
弁
明
に
よ
る
追

加
認
定
︑
再
評
価
の
結
果
お

よ
び
自
主
返
納
に
つ
い
て
了

承
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
同
日
現

在
の
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
者

は
︑
26
年
度
（
第
12
回
）
＝

２
９
５
７
事
業
所
︑
27
年
度

（
第
13
回
）
＝
５
８
３
４
事

業
所
︑
28
年
度
（
第
14
回
）

＝
８
９
２
１
事
業
所
︑29
年
度

（
第
15
回
）
＝
６
６
０
７
事

業
所
と
な
り
︑
合
計
２
万
４

３
１
９
事
業
所
と
な
っ
た
︒

　

30
年
度
に
お
け
る
同
事
業

の
実
施
概
要
・
申
請
案
内
の

内
容
︑
申
請
書
類
の
頒
布
に

つ
い
て
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
頒
布
開
始
日
＝
４
月

16
日
㈪
︑
紙
媒
体
に
よ
る
頒

布
開
始
日
＝
５
月
１
日
㈫
と

し
︑
申
請
受
付
期
間
＝
７
月

２
日
㈪
～
７
月
13
日
㈮
（
土

・
日
曜
は
除
く
）
と
し
た
︒

　

ま
た
︑Ｐ
Ｒ
対
策
と
し
て
︑

29
年
度
は
10
・
11
月
に
実
施

し
た
東
名
高
速
道
路
海
老
名

Ｓ
Ａ
上
り
に
お
け
る
広
報
啓

発
（
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ラ
ッ
ピ

ン
グ
︑
テ
ー
ブ
ル
ス
テ
ッ
カ

ー
）︑
お
よ
び
Ｇ
マ
ー
ク
認

知
等
に
係
る
一
般
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
︑
今

年
度
は
月
間
立
ち
寄
り
人
数

の
多
い
７
月
１
日
か
ら
８
月

31
日
に
か
け
て
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
国
土
交
通
省
自

動
車
局
と
連
携
し
て
︑
Ｇ
マ

ー
ク
・
引
越
安
心
マ
ー
ク
合

同
ポ
ス
タ
ー
（
写
真
）
を
制

作
し
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
等
に
配
布
し
て
高
速

道
路
の
Ｓ
Ａ
や
道
の
駅
等
に

掲
出
依
頼
を
行
っ
て
い
る
こ

と
や
︑
小
学
生
向
け
学
校
図

書
館
用
書
籍
﹃
気
に
な
る
記

号
と
マ
ー
ク
の
図
鑑　

町
で

よ
く
見
る
記
号
と
マ
ー
ク
﹄

（
金
の
星
社
刊
）
に
Ｇ
マ
ー

ク
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
な

ど
︑
Ｇ
マ
ー
ク
の
一
般
向
け

周
知
活
動
の
状
況
に
つ
い
て

も
報
告
さ
れ
た
︒

坂
本
会
長
、
新
年
度
の
抱
負

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
﹂

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列
33
局

で
放
送
さ
れ
て
い
る
﹁
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会presents 

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス

ト
﹂
の
４
月
６
日
㈮
放
送
分

に
︑
坂
本
克
己
会
長
（
写
真

㊧
）
が
出
演
し
︑
全
ト
協
の

新
年
度
の
抱
負
に
つ
い
て
力

強
く
述
べ
た
︒
な
お
︑
放
送

時
間
は
各
放
送
局
に
よ
っ
て

異
な
る（
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
参
照
）︒

「
施
設
事
業
部
」
を
設
置

Ｔ
Ｓ
運
営
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

４
月
１
日
︑（
公
財
）
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
振
興
セ
ン

タ
ー
を
吸
収
合
併
し
︑
事
務

局
組
織
﹁
施
設
事
業
部
﹂
を

新
た
に
設
置
し
た
︒

　

振
興
セ
ン
タ
ー
は
全
ト
協

か
ら
４
か
所
の
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
を
引

き
継
ぐ
形
で
昭
和
56
年
度
に

ス
タ
ー
ト
︒
全
ト
協
に
よ
る

助
成
を
受
け
な
が
ら
︑
Ｔ
Ｓ

管
理
・
運
営
事
業
を
推
進
し

て
き
た
︒

　

今
回
の
合
併
に
よ
り
︑
こ

れ
ま
で
両
組
織
に
分
か
れ
て

い
た
意
思
決
定
手
続
き
が
一

本
化
さ
れ
る
ほ
か
︑
Ｔ
Ｓ
管

理
・
運
営
費
用
の
削
減
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
︒

　

吸
収
合
併
に
伴
い
︑
長
距

離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
機
会

の
確
保
と
い
う
課
題
に
対
応

す
べ
く
︑
平
成
30
年
度
は
︑

事
業
計
画
に
基
づ
き
利
用
実

態
を
踏
ま
え
た
運
営
の
効
率

化
を
図
り
つ
つ
︑
利
用
者
が

快
適
に
施
設
を
利
用
で
き
る

よ
う
計
画
的
な
施
設
の
保
全

お
よ
び
運
営
を
行
う
︒

平
成
30
年
度
Ｇ
マ
ー
ク　
　

　
　
　
実
施
概
要
等
を
承
認

第
35
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
委
員
会

（
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
）

▽
４
月
12
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

▽
４
月
17
日
〜
20
日

・
ト
ラ
ッ
ク
協
会
新
規
採
用
職

員
研
修

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

浴
場
修
繕
完
了
、
営
業
再
開

金
沢
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

金
沢
Ｔ
Ｓ
は
︑
修
繕
工
事

の
た
め
浴
場
を
一
時
休
業
し

て
い
た
が
︑
３
月
23
日
㈮
よ

り
営
業
を
再
開
し
て
い
る
︒

浴
場
を
一
時
休
業

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
は
︑
浴
場
の
営

業
を
次
の
通
り
一
時
休
業
す
る
︒

・ 

４
月
７
日
㈯
10
時
～
４
月

９
日
㈪
22
時

第35回貨物自動車運送事業安全性評価委
員会（３月19日、全ト協）

トラックステーション管理運営特別会計収支予算概要
（単位：百万円）

区分 30年度予算額 前年度予算額 増減

他会計からの繰入金収入 238 441 △ 202

特定資産運用収入 38 41 △ 3

施設運営事業収入 182 170 11

雑収入 12 17 △ 5

収入計（A） 470 669 △ 199

事業活動支出 664 777 △ 113

投資活動支出 275 88 187

予備費 5 5 0

支出計（B） 944 870 74

収支過不足額（AーB） △ 474 △ 201 △ 273

特定資産取崩額 474 188 286

前期繰越収支差額 0 13 △ 13

計 474 201 273



第2105号（第3種郵便物認可）（3） 平成30年（2018年）4月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2018.3.15—
4.1

︻
解
説
︼
職
業
紹
介
の
機
能
強
化
と

求
人
情
報
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
︑

昨
年
︑﹁
職
業
安
定
法
﹂
が
改
正
さ
れ
︑

ご
質
問
に
あ
る
よ
う
に
︑
今
年
か
ら
求

人
募
集
の
手
続
き
が
一
部
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
︒
募
集
に
際
し
て
の
労
働
条
件

の
明
示
に
つ
い
て
は
︑
①
試
用
期
間
が

Ａ�

計
算
方
法
や
手
当
を
除
外

し
た
基
本
給
額
、
超
過
時

間
分
の
追
加
支
給
な
ど

　

退
職
者
が
出
た
の
で
、
近
く
求

人
募
集
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
際
の
労
働
条
件
の
明

示
事
項
に
、
固
定
残
業
代
が
新

し
く
加
わ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
た
。
弊
社
で
は
、
固
定
残

業
代
込
み
で
運
行
手
当
を
３
万

円
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際

に
は
ど
の
よ
う
に
明
示
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

 第157回 

募集時の労働条件明示
事項に固定残業代が加
わったそうだが

あ
る
場
合
は
そ
の
旨
︑
②
裁
量
労
働

制
を
採
用
し
て
い
る
場
合
の
み
な
し

労
働
時
間
数
︑
③
募
集
者
等
の
氏
名

・
名
称
︑
④
派
遣
労
働
者
と
し
て
雇

用
す
る
場
合
は
そ
の
旨
︱
︱
な
ど
の

事
項
と
併
せ
︑
固
定
残
業
代
を
採
用

し
て
い
る
場
合
は
そ
の
計
算
方
法
等

を
明
示
す
る
こ
と
が
新
し
く
追
加
さ

れ
ま
し
た
︒

　

固
定
残
業
代
そ
の
も
の
に
つ
い
て

は
︑
労
働
基
準
法
（
第
37
条
）
な
ど

の
法
令
上
何
ら
問
題
は
な
い
も
の
の
︑

実
際
の
運
用
で
は
︑
結
果
と
し
て
残

業
代
の
未
払
い
部
分
が
生
じ
て
し
ま

う
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る

の
が
実
情
で
す
︒
こ
の
た
め
︑
そ
の
支

払
い
を
巡
っ
て
争
い
が
裁
判
所
に
持
ち

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
︑
社
会
的

に
も
注
目
を
浴
び
ま
し
た
が
︑
昨
年

７
月
に
医
療
法
人
社
団
康
心
会
事
件

の
最
高
裁
判
決
が
出
さ
れ
︑
一
応
決

着
が
つ
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
︒
そ

れ
ま
で
に
も
ケ
ー
ス
別
の
３
件
で
最
高

裁
の
判
断
が
示
さ
れ
て
お
り
︑
い
ず

れ
も
固
定
残
業
代
を
採
用
す
る
に
あ

た
っ
て
は
︑﹁
通
常
の
労
働
時
間
に
対

す
る
賃
金
の
部
分
と
︑
時
間
外
労
働

に
対
す
る
割
増
賃
金
の
部
分
が
判
別

で
き
る
形
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
︑
判
別
で
き
な
い
場
合
は
割
増
賃

金
を
支
払
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
﹂

と
い
う
結
論
で
し
た
︒

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
︑
厚
生
労
働
省

は
昨
年
７
月
31
日
付
で
通
達
﹁
時
間

外
労
働
等
に
対
す
る
割
増
賃
金
の
適

切
な
支
払
い
の
た
め
の
留
意
事
項
に
つ

い
て
﹂（
基
監
発
０
７
３
１
第
１
号
）

を
発
出
し
︑
固
定
残
業
代
に
つ
い
て

前
記
の
最
高
裁
判
例
に
従
っ
た
取
扱

い
を
示
す
と
と
も
に
︑
残
業
代
の
正

確
な
算
出
の
た
め
︑
事
業
場
が
労
働

時
間
を
適
正
に
把
握
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
︑
問
題
が
あ
れ
ば
是

正
勧
告
を
行
う
な
ど
の
必
要
な
指
導

を
徹
底
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し

た
︒

　

ご
質
問
の
募
集
採
用
時
の
固
定
残

業
代
の
明
示
も
こ
う
し
た
内
容
に
沿

っ
た
も
の
で
︑
職
安
法
に
よ
る
関
係
指

針
（
平
成
11
年
労
働
省
告
示
第
１
４

１
号
）
の
改
正
に
よ
り
︑
①
固
定
残

業
代
に
係
る
労
働
時
間
数
と
金
額
等

の
計
算
方
法
︑
②
固
定
残
業
代
を
除

外
し
た
基
本
給
の
額
︑
③
固
定
残
業

時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
︑
休
日

労
働
︑
深
夜
労
働
に
対
し
て
割
増
賃

金
を
追
加
で
支
払
う
旨
︱
︱
を
明
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま

す
︒

　

具
体
的
な
明
示
方
法
と
し
て
︑
厚

労
省
で
は
次
の
よ
う
な
記
載
例
を
示

し
て
い
ま
す
の
で
︑
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
︒

① 

基
本
給　

×
×
円
（
②
の
手
当
を

除
く
額
）

② 

□
□
手
当
（
時
間
外
労
働
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
︑
○
時
間
分
の
時

間
外
手
当
と
し
て
△
△
円
を
支

給
）

③ 

○
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
分

に
つ
い
て
の
割
増
賃
金
は
追
加
で
支

給

　

路
面
が
温
か

く
な
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
の
冬
道
走

行
を
支
え
て
き

た
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
も
︑
そ
ろ
そ
ろ
お

役
御
免
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
︒
皆
さ
ん
の

会
社
で
も
︑
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た
夏
用
タ

イ
ヤ
の
使
用
年
数
（
鮮
度
）
や
溝
深
さ
を
点

検
し
︑
安
全
に
走
行
で
き
る
タ
イ
ヤ
か
ど
う

か
︑
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
し
て
︑
決
断
を

下
し
て
い
る
頃
で
し
ょ
う
︒

　

そ
ん
な
時
︑
い
ち
ば
ん
迷
う
の
が
﹁
４
年

以
上
経
過
し
た
︑
溝
深
さ
４
分
山
程
度
﹂
の

夏
用
タ
イ
ヤ
で
す
︒
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
が
硬
く

な
り
︑
溝
深
さ
も
半
分
を
割
っ
た
レ
ベ
ル
で

す
か
ら
︑
雨
の
路
面
で
は
大
変
滑
り
ま
す
︒

ブ
レ
ス
に
移
行
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の
種

類
も
増
え
ま
し
た
︒
そ
れ
ま
で
は
縦
溝
型
の﹁
リ

ブ
タ
イ
ヤ
﹂
が
主
流
で
し
た
が
︑
タ
イ
ヤ
溝
が

深
い
ブ
ロ
ッ
ク
型
の
﹁
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ

（
ミ
ッ
ク
ス
）﹂
も
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
︑

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
の
需
要
が
一
気
に
伸
び

た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
︒

　

当
時
を
代
表
す
る
中
型
・
大
型
ト
ラ
ッ
ク
用

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
と
い
え
ば
︑
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
の
﹁
Ｍ
８
１
０
﹂︑
ダ
ン
ロ
ッ
プ
の
﹁
Ｓ

Ｐ
７
７
０
﹂︑
ト
ー
ヨ
ー
の
﹁
Ｍ
６
１
４
﹂︑
そ
し

て
ヨ
コ
ハ
マ
の
﹁
Ｔ
Ｙ
２
２
８
﹂
の
４
つ
で
す
︒

　

特
に
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
﹁
Ｍ
８
１
０
﹂
は
︑

主
要
サ
イ
ズ
が
現
在
も
販
売
さ
れ
続
け
て
い
る

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
︑
接
地
面
の
パ
タ
ー
ン

中
央
が
﹁
お
む
す
び
﹂
の
形
を
し
て
い
た
の
で
︑

﹁
お
む
す
び
タ
イ
ヤ
﹂
と
愛
称
が
つ
く
ほ
ど
︑

有
名
な
商
品
で
し
た
︒

　

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
で
す
か
ら
︑
縦
溝

あ
と
数
か
月
で
梅
雨
の
時
期
に
入
る
こ
と
を
考

え
る
と
︑で
き
れ
ば
新
品
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
て
︑

夏
場
も
安
全
に
走
行
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
︒

　

そ
う
く
れ
ば
︑
し
た
く
な
る
の
が
新
商
品
の

話
で
す
︒
２
０
１
８
年
の
春
は
︑
３
社
の
タ
イ
ヤ

メ
ー
カ
ー
か
ら
新
し
い
中
型
・
大
型
ト
ラ
ッ
ク

用
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
（
積
載
量
４
㌧
超

以
上
の
サ
イ
ズ
）
が
登
場
し
た
の
で
︑
こ
の
交

換
時
期
を
活
用
し
て
︑
タ
イ
ヤ
の
履
き
比
べ
を

行
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
︒

　

実
は
︑
今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
20
数
年
前

（
１
９
９
４
年
頃
）︑
私
は
横
浜
ゴ
ム
㈱
の
タ
イ

ヤ
国
内
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
勤
務
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の
品
質
調
査
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
︒
１
９
９
０
年
代
の
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
市

場
で
は
︑
タ
イ
ヤ
は
チ
ュ
ー
ブ
入
り
か
ら
チ
ュ
ー

の
リ
ブ
タ
イ
ヤ
で
は
通
用
し
な
か
っ
た
浅
い
雪
道

が
走
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
た
だ
︑
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
は
独
立
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
が
多

い
た
め
︑
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
影
響
を
受
け
や
す

く
︑
前
輪
に
装
着
す
る
と
タ
イ
ヤ
全
体
が
凸
凹

し
て
い
き
ま
す
︒
つ
ま
り
︑
偏
摩
耗
が
起
き
や

す
い
と
い
う
致

命
的
な
弱
点
が

あ
り
ま
し
た
︒

そ
こ
で
︑
各
社

は
﹁
耐
偏
摩
耗

性
能
﹂
の
向
上

に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
︒

　

偏
摩
耗
が
抑

え
ら
れ
れ
ば
︑

タ
イ
ヤ
の
溝
が

平
均
的
に
消
耗

す
る
こ
と
で
大

幅
に
長
持
ち
す
る
よ
う
に
な
り
︑
同
時
に
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
疲
労
も
軽
減
で
き
る

た
め
︑
現
在
に
至
っ
て
も
な
お
︑
こ
の
耐
偏
摩

耗
性
能
の
技
術
開
発
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

そ
う
し
た
歴
史
を
も
つ
ト
ラ
ッ
ク
用
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
︒
今
春
登
場
す
る
新
商
品
に

は
︑
耐
偏
摩
耗
性
能
が
40

％
以
上
ア
ッ
プ
し
た
タ
イ

ヤ
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
要
望
を
取
り
入
れ
た

雨
に
強
い
タ
イ
ヤ
︑
省
燃

費
性
能
と
タ
イ
ヤ
の
持
ち

を
同
時
に
ア
ッ
プ
し
た
も
の

な
ど
︑
様
々
な
付
加
価
値

の
付
い
た
タ
イ
ヤ
が
あ
る
の

で
︑
こ
の
交
換
時
期
を
最

高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
考
え

て
︑
そ
の
進
化
を
ぜ
ひ
体

験
し
て
ほ
し
い
で
す
︒

第
83
回 

「
新
商
品
で
い
こ
う
！
」

　

国
土
交
通
省
に
設
置
さ
れ

た
﹁
自
動
運
転
に
お
け
る
損

害
賠
償
責
任
に
関
す
る
研
究

会
﹂
は
３
月
20
日
︑
自
動
運

転
の
導
入
初
期
で
あ
る
２
０

２
０
年
～
２
０
２
５
年
頃
の

﹁
過
渡
期
﹂
を
想
定
し
た
︑

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
上

の
責
任
関
係
の
あ
り
方
に
関

す
る
報
告
書
を
ま
と
め
︑
発

表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
自
動
車

の
所
有
者
や
自
動
車
運
送
事

業
者
に
課
し
て
い
る
従
来
の

﹁
運
行
供
用
者
﹂
責
任
を
維

持
す
べ
き
だ
と
し
︑
高
速
道

路
で
の
後
続
無
人
隊
列
走
行

ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
︑
先

頭
車
両
の
保
有
者
で
あ
る
自

動
車
運
送
事
業
者
が
責
任
を

負
う
と
結
論
付
け
た
︒
同
走

行
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
︑後

続
車
両
を
電
子
的
に
連
結
す

る
も
の
で
あ
り
︑
け
ん
引
に

準
じ
た
も
の
と
位
置
付
け
︑

先
頭
車
両
の
保
有
者
で
あ
る

自
動
車
運
送
事
業
者
が
運
行

供
用
者
と
な
る
︑
と
し
た
︒

�

自
動
運
転
レ
ベ
ル
３
以
上
に

指
針国

交
省
、
今
夏
策
定
へ

　

国
土
交
通
省
は
３
月
22

日
︑自
動
運
転
戦
略
本
部（
本

部
長
・
石
井
啓
一
国
土
交
通

大
臣
）
を
開
き
︑
自
動
運
転

の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
取

り
組
み
を
報
告
し
た
︒

　

具
体
的
に
は
︑
レ
ベ
ル
３

以
上
の
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム

を
有
す
る
車
両
が
満
た
す
べ

き
要
件
や
︑
安
全
確
保
の
た

め
の
各
種
方
策
を
整
理
し
︑

今
夏
を
め
ど
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
︒

　

レ
ベ
ル
３
と
は
︑
条
件
付

き
自
動
運
転
で
︑
シ
ス
テ
ム

が
全
て
の
運
転
操
作
を
行
う

が
︑
シ
ス
テ
ム
の
介
入
要
求

等
に
対
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
必

要
︒
こ
の
た
め
︑
例
え
ば
ド

ラ
イ
バ
ー
が
居
眠
り
を
し
て

い
な
い
か
な
ど
を
監
視
す
る

た
め
の
Ｈ
Ｍ
Ｉ
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
）
を
搭
載
す
る
な
ど
の
安

全
要
件
設
定
が
必
要
︒
こ
の

ほ
か
︑
高
度
な
自
動
運
転
シ

ス
テ
ム
を
有
す
る
車
両
の
安

全
性
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
な
ど
を
検
討
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
︑
２

０
２
０
年
を
め
ど
に
後
続
無

人
の
隊
列
走
行
を
実
現
す
る

た
め
︑
運
行
・
車
両
管
理
の

取
り
扱
い
を
定
め
る
ほ
か
︑

先
頭
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

注
意
す
べ
き
事
項
を
︑
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
が
指
導
で
き
る

よ
う
明
確
化
す
る
方
針
︒

　

高
度
な
自
動
運
転
シ
ス
テ

ム
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
︑

﹁
官
民
Ｉ
Ｔ
Ｓ
構
想
・
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
２
０
１
７
﹂
に
お
い

て
︑
今
年
度
中
に
政
府
全
体

の
制
度
整
備
の
大
綱
と
し
て

取
り
ま
と
め
る
予
定
︒

�

貨
物
指
導
監
督
指
針
一
部
改

正
に
関
す
る
パ
ブ
コ
メ
募
集

4
月
26
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
︑
６
月
１

日
に
公
布
・
施
行
す
る
予
定

の
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

者
が
事
業
用
自
動
車
の
運
転

者
に
対
し
て
行
う
指
導
及
び

監
督
の
指
針
﹂
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示
案
に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
て
い
る
︒

　

同
改
正
は
︑
４
月
中
旬
に

公
布
︑
公
布
日
か
ら
１
か
月

を
経
過
し
た
日
に
施
行
が
予

定
さ
れ
て
い
る
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
お

よ
び
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
輸
送
安
全
規
則
の
解
釈
及

び
運
用
に
つ
い
て
﹂
の
一
部
改

正
に
伴
う
も
の
︒
本
改
正
で

は
︑
先
述
の
省
令
改
正
に
合

わ
せ
て
︑
貨
物
指
導
監
督
指

針
の
一
部
を
改
正
す
る
︒
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
運

転
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
指
導
お
よ
び
監

督
の
内
容
と
し
て
︑
睡
眠
不

足
が
交
通
事
故
を
引
き
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
る
こ
と
を
追
加
す
る
等

の
改
正
が
行
わ
れ
る
︒

　

意
見
募
集
期
間
は
４
月
26

日
㈭
ま
で
︒
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
電
子
政
府
の
総
合
窓
口

（e-Gov

）を
参
照
の
こ
と
︒

隊
列
走
行
、
賠
償
責
任
は
先
頭
車
両
に

国
交
省
研
究
会
が
報
告
書

�

大
口
・
多
頻
度
割
引
率

平
成
30
年
度
末
ま
で
延
長

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
・
中

日
本
高
速
道
路
㈱
・
西
日
本

高
速
道
路
㈱
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
利
用
者

に
対
し
て
︑
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
の
大
口
・
多
頻
度

割
引
の
割
引
率
に
つ
い
て
通

知
し
た
︒
内
容
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０
を
使
用
す
る
事
業
用

車
両
に
つ
い
て
︑
引
き
続
き

31
年
３
月
末
ま
で
車
両
単
位

割
引
率
を
10
％
拡
充
す
る
と

い
う
も
の
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

契
約
単
位
割
引
率
10
％
と
合

わ
せ
て
︑
最
大
50
％
割
引
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
︒

大
卒
内
定
率
、

過
去
最
高

厚
労
省
・
文
科
省
共
同
調
査

　

厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学

省
は
３
月
16
日
︑
平
成
30
年

３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
の

就
職
内
定
状
況
を
共
同
で
調

査
し
︑
２
月
１
日
現
在
の
状

況
を
取
り
ま
と
め
公
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
大
学
生

の
就
職
内
定
率
は
前
年
同
期

比
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
の
91

・
２
％
と
な
り
︑
調
査
開
始

以
降
︑
同
時
期
で
過
去
最
高

と
な
っ
た
︒

　

短
期
大
学
は
89
・
９
％

（
同
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
）

で
︑
大
学
等
（
大
学
︑
短
期

大
学
︑
高
等
専
門
学
校
）
全

体
で
は
91
・
６
％
（
同
０
・

７
ポ
イ
ン
ト
増
）
だ
っ
た
︒

　

男
女
別
で
は
︑
男
子
大
学

生
の
就
職
内
定
率
は
89
・
９

％（
同
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
）

で
︑
女
子
は
92
・
８
％
（
同

同
）︒

　

ま
た
︑
文
系
・
理
系
別
で

は
︑
文
系
の
就
職
内
定
率
は

91
・
０
％
（
同
０
・
７
ポ
イ

ン
ト
増
）︑
理
系
の
内
定
率

は
92
・
４
％
（
同
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
る
︒

�

﹁
第
13
次
労
働
災
害
防
止

計
画
﹂
開
始

２
０
１
８
年
４
月
〜

２
０
２
３
年
３
月

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
19
日
︑

﹁
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計

画
﹂
を
公
示
し
た
︒

　

同
計
画
は
︑
労
働
災
害
を

減
少
さ
せ
る
た
め
に
国
が
重

点
的
に
取
り
組
む
事
項
を
定

め
た
も
の
で
︑
今
年
４
月
か

ら
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い

る
︒

　

計
画
の
全
体
目
標
で
は
︑

死
亡
災
害
を
15
％
以
上
︑
死

傷
災
害
を
５
％
以
上
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
︑

業
種
別
目
標
で
は
︑
陸
上
貨

物
運
送
事
業
等
に
お
け
る
死

傷
災
害
に
つ
い
て
︑
死
傷
年

千
人
率
で
５
％
以
上
の
減
少

を
目
指
す
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
第
三
次
産
業

お
よ
び
陸
上
貨
物
運
送
事
業

の
腰
痛
に
よ
る
死
傷
者
数
に

つ
い
て
︑
２
０
１
７
年
と
比
較

し
て
︑
２
０
２
２
年
ま
で
に

死
傷
年
千
人
率
で
５
％
以
上

減
少
さ
せ
る
こ
と
も
目
標
と

し
て
定
め
て
い
る
︒

表��大口・多頻度割引における車両単位割引率
自動車１台ごとの

１か月の高速国道利用額 割�引�率

５千円を超え、１万円までの部分 10%（20％）

１万円を超え、３万円までの部分 20%（30％）

３万円を超える部分 30%（40％）
※（　）内はETC2.0を使用する事業用車両に限り適用（平成31年 3月末まで）
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安全対策事業

▪�血圧計導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
管理医療機器かつ特定保守管理医療機器である全自動血圧
計（業務用）

〈助成額〉
機器取得価格の２分の１（上限5万円）
※�中小企業事業者に限る。１事業所１台

▪�トラック運転者の「睡眠時無呼吸症候群（SAS）」スクリー
ニング検査助成制度
〈助成対象〉
SASスクリーニング検査のうち、健康保険適用外である第
１次検査および第２次検査

〈助成額〉
①第１次検査費用の半額（上限500円／人）
②第２次検査費用の半額（上限 2,000円／人）
③�第１次検査および第２次検査を同時に行う場合は、合計
費用の半額（上限 2,500円／人）

〈指定検査・医療機関〉
（NPO）睡眠健康研究所、（NPO）ヘルスケアネットワーク、
（一財）運輸・交通SAS対策支援センター、各都道府県ト
ラック協会指定検査・医療機関

▪ドライブレコーダ導入促進助成事業
〈助成対象機器等〉
運行管理連携型が対象

〈助成額〉
２万円
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協
は助成金を交付しない

▪安全装置等導入促進助成事業
〈助成対象装置〉
次の安全装置のうち、全ト協が認定しているもの
①後方視野確認支援装置
②�側方視野確認支援装置（車両総重量7.5トン以上の事業
用トラックに装着した場合に限る）
③呼気吹込み式アルコールインターロック装置
④ �IT 機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型
アルコール検知器（Ｇマーク認定事業所に限る）

〈助成額〉
車両１台につき対象装置ごとに２万円
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協
は助成金を交付しない

▪ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
〈助成対象研修〉
ドライバー等に対する安全教育訓練で、全ト協が指定する
研修

〈ドライバー助成制度〉
・�特別研修（２泊３日）：�受講料の７割を助成（Ｇマーク認

定事業所の場合は全額助成）
（３泊４日）：同上

・一般研修（１泊２日）＝１万円
〈助成対象研修施設〉
▽�特定研修施設
・中部トラック総合研修センター
・埼玉県トラック総合教育センター

▽�指定研修施設
・自動車安全運転センター安全運転中央研修所
・クレフィール湖東交通安全研修所
・総合交通教育センタードライビングアカデミーONGA
・総合交通教育センタードライビングアカデミー北海道
・総合交通教育センタードライビングアカデミー大原
・総合交通教育センタードライビングアカデミーテクノ
・総合交通教育センタードライビングアカデミー弘前
・総合交通教育センタードライビングアカデミーぐんま
・総合交通教育センタードライビングアカデミー宮城

▪衝突被害軽減ブレーキ装置導入促進助成事業
〈助成対象機器等〉
車両総重量 3.5トン以上、８トン未満の事業用トラックへ
搭載された衝突被害軽減ブレーキ装置
※新車新規登録の車両
※国の事故防止対策支援推進事業（先進安全自動車
［ASV］の導入に対する支援）の衝突被害軽減ブレー
キ装置と同一とする

〈助成額〉
装置取得価格の２分の１（上限10万円）
※�中小企業事業者に限る。国の補助金との併用は妨げない

環境対策事業

▪環境対応車導入促進助成事業
〈助成対象車両〉
車両総重量2.5トン超の
①天然ガス（CNG）トラック（新車）
②ハイブリッドトラック（新車）
③使用過程のディーゼルトラック改造のCNGトラック
④�車両総重量25トンクラスの大型天然ガス（CNG）トラッ
ク（新車）

〈助成額〉
①�通常車両価格との差額の６分の１
②通常車両価格との差額の８分の１
③10万円
④100万円

都道府県ト協会員である中小企業者（資本金３億円以下ま
たは従業員300人以下）の経営者、後継者および管理者

〈助成額〉
受講料の３分の１（その他都道府県ト協より助成される場
合あり）

〈助成対象校〉
（独）中小企業基盤整備機構が運営する中小企業大学校（旭
川校、仙台校、三条校、東京校、瀬戸校、関西校、広島校、
直方校、人吉校）

〈助成対象講座〉
①トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
②実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
③管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
④女性リーダーの能力開発等に関する講座
⑤情報化、システム構築に関する講座
⑥その他物流事業に関する講座

▪経営診断受診促進事業
〈助成対象〉
全ト協または都道府県ト協が推薦する中小企業診断士が実
施する「全ト協標準経営診断システム」による次の診断を
受診すること
①総合的な経営診断（ステップ１）

……診断費用16万円（税・交通費別）
②経営改善相談（ステップ２）

……診断費用５万円（税・交通費別）
〈助成額〉
・会員事業者：①８万円、②２万円
・Ｇマーク取得事業者：①10万円、②３万円

▪自家用燃料供給施設整備支援助成事業
〈助成対象〉
会員トラック運送事業者・トラック運送事業協同組合・ト
ラック運送事業協同組合連合会による軽油供給施設の新
設・増設

〈助成額〉
・軽油供給施設の新設（設置１か所分のみ）�……100万円
・軽油専用タンクの増設、増設を伴う代替� ……30万円
※�申請が予算総額を超過した際は１件当たりの助成金額を
減額する場合あり

▪インターンシップ導入促進支援助成事業
〈助成対象〉
中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第２条第１項
第１号に掲げる中小企業者（資本金３億円以下または従業
員数300人以下）

〈助成対象事業等〉
会員事業者が、全ト協の開設したインターンシップ登録サ
イトに必要事項を登録した後、高等学校以上の教育機関か
らインターンシップを受け入れた場合に、次の要件に適合
するもの（ただし、都道府県ト協ごとの１事業者当たりの
申請は１回に限る）
（１）受け入れ期間が３日間以上であること
（２）�トラック運送事業の理解を深めることを目的としたプ

ログラムであり、次の内容を含むものであること
①�点呼や日常点検等安全運行に向けた取り組みの見学等
②�乗務体験（学校側からの要請および社内規定で乗務
体験を含まない場合を除く）

〈助成額〉
（１）受け入れ期間＝３日間：９万円
（２）受け入れ期間＝４日間：11万円
（３）受け入れ期間＝５日間以上：13万円
※�ただし、上記受け入れ期間は同一学生に対する受け入れ期
間とし、受け入れ人数にかかわらず上記の助成額とする

〈その他の条件〉
平成 30年４月１日から平成 31年３月15日までの期間に
登録が完了するもの。CNGとガソリンの併用車は、CNG
車として助成。原則として、国土交通省の補助金を併用す
ること（協調補助）。ただし大型CNG車は協調補助を要件
としない。廃車の有無は問わない

▪アイドリングストップ支援機器導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
①エアヒータ
②車載バッテリー式冷房装置

〈助成額〉
機器価格の２分の１以内（上限６万円）
※�同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協
は助成金を交付しない

経営改善事業

▪準中型免許取得助成事業
〈助成対象〉
準中型免許取得のために指定自動車教習所等でかかる以下
の費用
①準中型免許の取得（※普通免許取得後の取得を含む）
②５トン限定準中型免許の限定解除

〈助成額〉
①上限４万円
②上限２万５千円
※�上記助成額にかかわらず、都道府県ト協の会員ごとに上
限10万円
※�運転者が個人で準中型免許取得費用を支払った場合は、
助成金を交付しない

▪信用保証料助成制度
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業事業者。中小企業信用保
険法に基づくセーフティネット保証制度、都道府県等の自
治体によるセーフティネット制度融資、国が定める「災害
関係保証」または「東日本大震災復興緊急保証」を利用す
る際に、都道府県ト協が信用保証料助成事業を実施する場
合、その助成額の一部を助成

〈助成額〉
・都道府県ト協助成額の２分の１
・１事業者につき上限10万円
・�「災害関係保証」、「東日本大震災復興緊急保証」制度利用
の場合は上限 20万円

▪中小企業大学校講座受講促進助成制度
〈助成対象〉

　全日本トラック協会は、平
成 30年度も都道府県トラッ
ク協会を通じて各種助成事業
を実施する。実施期間や申し
込み等詳細に関するお問い合
わせは、所属する都道府県ト
ラック協会まで。

平成30年度 全ト協の主な助成制度のご案内
ご活用ください

側方視野確認支援装置

写真㊤：車載バッテリー式
冷房装置

写真㊦：エアヒータ
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ハ
ー
ド
面
で
の
課
題
解
決
へ
向
け
て

「
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
等
が
運
転
し
や
す
い
ト
ラ
ッ
ク
の
あ
り
方
検
討
会
」に
期
待

　

女
性
部
会
の
全
国
組
織
化

に
伴
い
︑
今
ま
で
各
都
道
府

県
で
行
っ
て
き
た
活
動
を
︑

全
国
レ
ベ
ル
で
展
開
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
︒

我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が

抱
え
る
最
も
重
要
な
課
題

は
︑
人
材
不
足
︑
特
に
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
で
す
︒
女
性
を

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
活
用
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
の
現
状
に
お
い
て
︑

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
部
会

（
原
玲
子
部
会
長
）
が
︑
い
よ
い
よ

平
成
30
年
度
か
ら
活
動
を
本
格
化
さ

せ
る
︒

　

28
年
４
月
の
﹁
女
性
活
躍
推
進
法
﹂

施
行
以
降
︑
働
く
女
性
へ
の
支
援
環

境
整
備
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
る
中
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
女
性
活

躍
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
︑
29
年
12
月
14
日
に
設
立

さ
れ
た
女
性
部
会
︒
今
回
は
︑
女
性

部
会
の
正
副
部
会
長
に
特
別
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
︑
業
界
に
お
け
る
女

性
活
用
に
関
す
る
課
題
や
︑
女
性
部

会
全
国
組
織
化
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
組

織
で
の
活
動
等
に
つ
い
て
伺
っ
た
︒

　

近
年
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
で
は
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

　

現
在
の
︑
女
性
の
活
躍
を

促
進
し
よ
う
と
い
う
社
会
的

　

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
雇
用

に
つ
い
て
は
︑
ト
イ
レ
等
イ
ン

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
女

性
が
活
躍
す
る
た
め
に
最
も

﹁
女
性
よ
立
ち
上
が
れ
﹂
と

世
間
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
は
︑
全
国
レ
ベ
ル
で
︑﹁
数

の
力
﹂
を
行
使
し
て
活
動
・

発
信
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
︒

　

女
性
部
会
で
は
︑
そ
う
し

た
問
題
意
識
を
も
っ
た
女
性

経
営
者
が
結
集
し
︑
正
副
部

会
長
会
議
や
代
表
者
協
議
会

を
通
じ
︑
互
い
に
胸
襟
を
開

い
て
話
し
合
い
︑
意
見
を
出

し
合
っ
て
議
論
を
重
ね
て
い

の
み
な
ら
ず
︑
女
性
経
営
者

や
女
性
管
理
職
も
少
し
ず
つ

増
加
し
て
い
ま
す
︒﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
＝
男
性
社
会
﹂

と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な

イ
メ
ー
ジ
を
い
い
意
味
で
壊

し
て
い
く
た
め
に
︑
様
々
な

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

な
動
き
の
中
で
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
女
性
経
営
者
と

し
て
そ
の
一
助
と
な
る
よ
う

な
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
非

常
に
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
業
界
に
30
年
ほ
ど
携

わ
っ
て
い
る
中
で
︑
女
性
に
と

っ
て
い
い
時
代
に
な
っ
て
き
て

フ
ラ
の
問
題
や
︑
育
児
と
両

立
可
能
な
職
場
環
境
な
ど
︑

課
題
が
多
い
の
が
現
状
で
す
︒

し
か
し
︑
繊
細
な
気
配
り
な

ど
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ら

で
は
の
魅
力
は
︑
業
界
イ
メ

ー
ジ
を
刷
新
し
︑
若
年
ド
ラ

イ
バ
ー
の
雇
用
を
生
み
出
す

必
要
な
こ
と
は
︑﹁
多
様
な

働
き
方
の
で
き
る
勤
務
体
系

の
構
築
﹂
で
す
︒

　

例
え
ば
︑
小
さ
な
子
ど
も

の
い
る
女
性
用
︑
中
学
生
以

上
の
子
ど
も
が
い
る
女
性
用
︑

と
い
う
よ
う
に
︑多
様
な
﹁
働

き
方
の
メ
ニ
ュ
ー
﹂
を
提
示

ま
す
︒
私
は
部
会
長
と
し
て
︑

女
性
部
会
が
一
体
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
く
た
め
の
舵
取

り
を
行
い
︑
部
会
員
の
先
頭

　

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
働
き

や
す
い
環
境
の
整
備
に
あ
た

っ
て
は
︑
ハ
ー
ド
面
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
男
性

が
運
転
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
設
計
さ
れ
て
お
り
︑
女
性

に
は
座
席
が
高
く
︑
乗
車
・

運
転
に
苦
労
し
て
い
る
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
︒
３
月

14
日
に
は
︑
国
土
交
通
省
と

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
共

同
で
第
１
回
﹁
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
等
が
運
転
し
や
す
い
ト

ラ
ッ
ク
の
あ
り
方
検
討
会
﹂

が
我
々
女
性
部
会

の
仕
事
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
で
働
く
女
性

が
増
え
て
い
る
と
い
う
現
状

を
︑
社
会
に
広
く
浸
透
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
︑
将
来
的
に

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

と
い
う
仕
事
が
︑﹁
男
女
の

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
︑
職
業

の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
思
い

い
る
と
い
う
環
境

の
変
化
を
︑
日
々

肌
で
感
じ
て
い
ま

す
︒
さ
ら
に
︑
今

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

女
性
部
会
が
全
国
組
織
化
し

た
の
は
︑
大
変
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

も
︑
女
性
の
活
躍
に
も
︑
強

い
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
現

在
の
こ
の
好
機
を
活
か
さ
な

い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
だ
か

ポ
イ
ン
ト
に
な
り

得
る
と
と
も
に
︑

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

の
活
躍
は
︑
業
界

の
発
展
や
地
位
向

上
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま

す
︒　

　

当
会
で
は
︑
大
阪
の
女
性

組
織
内
で
の
活
動
だ
け
で
な

く
︑
兵
庫
・
大
阪
・
京
都
・

奈
良
・
福
井
・
滋
賀
の
６
府

県
の
女
性
組
織
で
︑
年
に
一

度
の
交
流
研
修
会
を
28
年
に

す
る
こ
と
が
︑
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
の

雇
用
拡
大
に
繋
が

る
と
考
え
ま
す
︒

　

女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
を
採
用
す
る
に
は
︑
今
あ

る
勤
務
体
系
の
中
に
女
性
を

当
て
は
め
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
︑
事
業
者
側
が
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤
務
し
や
す

い
時
間
帯
の
業
務
を
創
出
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
︒
女
性

雇
用
に
あ
た
っ
て
は
︑
女
性

に
立
っ
て
︑﹁
女
性
に
と
っ
て

働
き
や
す
い
環
境
﹂
の
整
備

の
た
め
の
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
︒

（
座
長
・
鎌
田
実
東
京
大
学

大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研

究
科
人
間
環
境
学
専
攻
教

授
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
３

月
15
日
号
既
報
）︒

　

同
検
討
会
に
お
い
て
︑
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
車
し
や

す
く
︑
運
転
席
で
無
理
な
く

操
作
で
き
る
ト
ラ
ッ
ク
︑
女

性
が
﹁
運
転
し
た
い
﹂
と
思

う
魅
力
の
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
る
こ
と

で
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人

材
確
保
・
育
成
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
︒

が
あ
り
ま
す
︒

　

女
性
部
会
の
全
国
組
織
化

に
よ
り
︑
そ
う
し
た
こ
と
を

よ
り
強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

環
境
が
整
い
ま
し
た
︒
メ
デ

ィ
ア
の
注
目
も
集
ま
る
立
ち

上
げ
の
今
こ
そ
が
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
︑
全
国
の
女
性
組
織

で
力
を
合
わ
せ
て
意
見
と
知

恵
を
出
し
合
い
︑
女
性
活
躍

の
た
め
の
広
報
活
動
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
︒

ら
こ
そ
我
々
女
性
経
営
者
が

立
ち
上
が
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
で
働
く
女
性
の
た

め
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
︑
速
や
か
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

女
性
部
会
を
通
じ
て
︑
全

国
の
女
性
経
営
者
が
集
い
︑

現
場
の
女
性
の
生
の
声
を
社

会
に
届
け
る
こ
と
で
︑
こ
の

業
界
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
き
た
い
で
す
︒

わ
た
っ
て
実
施
す
る
な
ど
︑

女
性
経
営
者
な
ら
で
は
の
問

題
点
や
悩
み
事
を
互
い
に
共

有
・
相
談
す
る
機
会
を
設

け
︑
交
流
を
図
り
続
け
て
き

た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま

す
︒
女
性
部
会
の
全
国
組
織

化
に
よ
っ
て
︑
我
々
地
方
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
抱

え
る
課
題
を
中
央
に
向
け
て

発
信
し
︑
課
題
解
決
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
い
く
所
存

で
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
が
働
き
や
す
い

業
務
や
シ
フ
ト
の
整
備
︑
言

う
な
れ
ば
﹁
土
壌
の
整
備
﹂

を
行
う
こ
と
か
ら
始
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
︑
業
界
全
体
に
浸
透
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

　

全
国
組
織
化
し
た
女
性
部

会
に
よ
っ
て
︑
そ
う
し
た
土

壌
の
整
備
を
全
国
の
す
み
ず

み
ま
で
行
き
わ
た
ら
せ
て
い

く
こ
と
が
目
標
で
す
︒

人
材
確
保
・
女
性
活
躍
促
進
に
向
け
今
春
本
格
始
動

全 ト 協
女性部会

「
女
性
雇
用
の
た
め
の
土
壌
整
備
」
を

全
国
的
に
浸
透

人
材
不
足
解
決
に
は
女
性
の
活
躍
が
不
可
欠

「
数
の
力
」
活
か
し
生
の
声
を
中
央
へ

業
界
と
女
性
活
躍
に
追
い
風
吹
く

今
こ
そ
好
機

地
方
か
ら
中
央
へ課

題
の
解
決
に
向
け
て

多
様
な
情
報
発
信
で

「
男
性
社
会
」
の
イ
メ
ー
ジ
払
拭

女性部会正副部会長会議（3月14日、全ト協）

高田�登志江
副部会長

竹市�五倫
副部会長

下村�昌子
副部会長

柴田�智恵
副部会長

高た

か

だ田 

登と

し

え

志
江 

副
部
会
長
（
公
社
）宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
部
会
・
部
会
長

竹た
け
い
ち市 

五い

の

り倫 

副
部
会
長

（
一
社
）愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
部
会
・
部
会
長

下し
も
む
ら村 

昌ま

さ

こ子 
副
部
会
長

（
一
社
）大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
経
営
者
懇
話
会
・
会
長

柴し

ば

た田 

智ち

え恵 

副
部
会
長

愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
協
議
会
・
会
長

原�玲子�部会長

正副部会長特別インタビュー
原は

ら  

玲れ

い

こ子 

部
会
長
（
一
社
）東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
部
・
本
部
長



平成30年（2018年）4月1日 （6）第2105号（第3種郵便物認可）

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
一
部
改
正
▽
新
運
賃
・
料
金
届
出
促
進
企
画

っ
か
く
入
社
し
て
も
﹃
低
賃

金
﹄
を
理
由
に
︑
さ
ら
に
条

件
の
い
い
大
手
同
業
他
社
や

他
業
種
へ
転
職
す
る
例
も
少

な
く
な
く
︑
と
に
か
く
人
材

確
保
に
つ
い
て
は
非
常
に
苦

心
し
て
い
ま
し
た
︒
こ
の
現

状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
︒
弊
社

で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇

を
改
善
し
弊
社
の
魅
力
や
働

き
甲
斐
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
︑
取

引
先
の
荷
主
企
業
と
の
取
引

環
境
改
善
と
適
正
運
賃
・
料

金
の
収
受
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
﹂（
住
永
金
司

社
長
）　

　

同
社
で
は
︑
ま
ず
第
１
に

労
働
時
間
短
縮
を
主
眼
に
取

引
環
境
を
見
直
し
︑
そ
の
過

程
で
運
賃
改
定
も
同
時
に
提

案
し
た
︒
ほ
と
ん
ど
の
荷
主

企
業
と
交
渉
を
重
ね
︑
中
に

は
改
善
基
準
告
示
遵
守
の
た

め
︑
１
日
当
た
り
13
時
間
超

と
な
る
荷
主
と
は
契
約
を
破

棄
し
た
例
も
あ
っ
た
︒
こ
う

し
た
非
常
に
強
い
決
意
を
も

っ
て
交
渉
し
た
結
果
︑
現
在

に
至
る
ま
で
月
間
２
９
３
時

間
を
超
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は

一
部
繁
忙
期
を
除
き
︑
い
な

く
な
っ
た
︒
ま
た
︑
こ
の
交

渉
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
︑

運
賃
改
定
・
引
上
げ
分
と
利

益
の
一
部
を
原
資
と
し
て
︑

29
年
４
月
に
基
本
給
︑賞
与
︑

扶
養
手
当
拡
充
な
ど
５
％
の

賃
金
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
︒

　
﹁
持
続
可
能
な
事
業
運
営

の
た
め
に
は
︑
適
正
な
利
益

の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
・

育
成
に
適
切
な
投
資
を
す
る

た
め
︑
そ
し
て
安
全
輸
送
の

徹
底
の
た
め
に
も
︑
荷
主
企

業
と
の
取
引
環
境
改
善
の
交

渉
と
運
賃
改
定
交
渉
は
絶
対

に
必
要
な
こ
と
で
し
た
︒
特

に
若
い
人
材
を
集
め
る
た
め

に
は
︑
こ
れ
ま
で
の
﹃
長
時

間
労
働
で
低
賃
金
﹄
と
い
う

悪
し
き
常
識
を
是
正
し
な
け

　

地
道
に
荷
主
と
の
交
渉
を

続
け
る
同
社
に
追
い
風
が
吹

く
︒
29
年
８
月
︑
国
土
交
通

省
は
﹁
標
準
貨
物
自
動
車
運

送
約
款
﹂
を
改
正
す
る
と
と

も
に
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
に
お
け
る
運
賃
及
び
料
金

の
定
義
を
定
め
た
通
達
﹁
一

般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に

お
け
る
運
賃
及
び
料
金
に
つ

い
て
﹂
を
発
出
︒
ま
た
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
書

面
化
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け

る
下
請
・
荷
主
適
正
取
引
推

進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
の
改
正

も
行
っ
た
︒

　

菅
原
常
務
は
︑
こ
の
約
款

改
正
に
つ
い
て
﹁
こ
れ
は
︑

ま
た
と
な
い
好
機
﹂と
捉
え
︑

す
ぐ
さ
ま
行
動
に
出
た
︒

　

29
年
９
月
に
は
︑
運
送
業

務
に
関
わ
る
全
グ
ル
ー
プ
企

業
社
長
︑全
営
業
所
長
宛
に
︑

﹁
運
送
約
款
改
正
に
伴
う
社

内
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
﹂

の
文
書
を
発
送
し
︑
10
月
13

日
に
は
同
社
物
流
セ
ン
タ
ー

に
経
営
幹
部
が
一
堂
に
会
し

た
︒

　
﹁
こ
の
社
内
会
議
は
︑
こ
の

運
送
約
款
の
改
正
内
容
を
熟

知
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た

が
︑
も
う
一
つ
の
大
き
な
目

的
は
︑﹃
社
内
の
意
思
統
一
﹄

で
し
た
︒
全
社
的
に
人
材
不

足
に
陥
っ
て
い
る
中
︑
荷
待

ち
な
ど
の
長
時
間
労
働
を
是

正
し
︑
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
行

っ
て
い
た
荷
主
都
合
の
運
送

以
外
の
附
帯
作
業
を
な
く
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
︑
こ

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
若
い
人

が
今
後
も
安
心
し
て
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
で
働
き
続
け
る

た
め
︑
取
引
環
境
改
善
・
運

賃
改
定
は
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
と
っ
て
避
け
て

は
通
れ
な
い
道
だ
っ
た
の
で

す
﹂（
菅
原
俊
史
常
務
取
締
役
）

　

同
社
で
も
︑
会
社
成
長
の

過
程
で
は
︑
積
極
的
に
附
帯

サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
︑
高
度

な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

武
器
に
新
た
な
荷
主
企
業
を

獲
得
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
︒

こ
の
よ
う
に
︑
こ
ち
ら
か
ら

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
提
案
し
て

き
た
経
緯
の
あ
る
荷
主
に
つ

い
て
は
︑
取
引
環
境
改
善
の

交
渉
は
難
し
い
一
面
も
あ
っ

た
と
い
う
︒
こ
う
し
た
背
景

の
中
で
も
︑
改
善
基
準
告
示

に
抵
触
す
る
﹁
１
日
当
た
り

13
時
間
超
﹂
と
い
う
荷
主
に

は
︑根
気
強
く
交
渉
を
続
け
︑

附
帯
サ
ー
ビ
ス
解
消
を
要
請

し
た
︒
そ
れ
で
も
受
け
入
れ

を
拒
否
し
た
荷
主
と
は
取
引

を
解
消
し
た
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
開
催
通
知
発

出
か
ら
社
内
会
議
当
日
ま

で
︑
各
社
︑
各
営
業
所
が
担

当
す
る
荷
主
に
つ
い
て
︑
そ

れ
ぞ
れ
現
状
調
査
を
行
っ

た
︒
同
社
で
は
︑
全
て
の
荷

主
と
契
約
書
を
交
わ
し
書
面

化
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の

た
め
︑
契
約
内
容
を
全
て
洗

い
直
し
︑
契
約
方
法
と
現
状

の
業
務
内
容
を
調
査
︒
特
に
︑

契
約
内
容
に
記
載
が
あ
り
料

金
転
嫁
で
き
て
い
る
内
容
と

契
約
内
容
に
記
載
が
な
く
料

金
転
嫁
が
で
き
て
い
な
い
内

容
を
明
確
化
し
た
︒本
社
で
︑

こ
れ
ら
全
て
の
情
報
を
一
括

管
理
し
︑
新
約
款
施
行
に
向

け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
っ

た
︒

　

10
月
27
日
に
は
︑
熊
本
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
国
土
交
通

省
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支

局
共
催
の
説
明
会
も
行
わ

れ
︑
同
説
明
会
へ
参
加
︒
そ

の
後
も
︑
熊
本
県
ト
協
や
運

輸
支
局
︑
同
業
他
社
な
ど
と

の
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
社

内
検
討
を
継
続
し
︑
11
月
20

日
に
は
社
内
会
議
で
新
約
款

に
対
応
す
る
運
賃
・
料
金
を

決
定
︒
12
月
13
日
に
︑
熊
本

運
輸
支
局
へ
の
届
出
を
完
了

し
た
︒

の
運
送
約
款
改
正
を
機
に
取

り
組
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
と

い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

こ
と
で
し
た
︒
当
然
︑
運
賃

交
渉
が
可
能
で
あ
れ
ば
適
正

に
運
賃
・
料
金
を
改
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
︑
最
大

の
目
的
は
﹃
長
時
間
労
働
の

是
正
﹄
で
あ
り
︑﹃
労
働
環

境
の
改
善
﹄
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
﹂（
同
）

　

荷
主
へ
の
交
渉
に
つ
い
て

は
︑
ま
ず
第
一
に
﹁
３
か
月

前
の
告
知
﹂
に
専
念
し
た
︒

新
約
款
改
正
が
公
表
さ
れ
て

す
ぐ
に
は
︑
詳
細
に
つ
い
て

は
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
︑
内
容
に
踏
み
込
ま

ず
︑
29
年
11
月
か
ら
は
新
約

款
が
施
行
さ
れ
︑
新
運
賃
・

料
金
に
基
づ
い
て
契
約
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
告
知
し

て
回
っ
た
の
で
あ
る
︒

　
﹁
届
出
後
は
︑
新
約
款
に

よ
る
運
賃
・
料
金
に
よ
り
新

た
な
料
金
が
発
生
す
る
よ
う

な
契
約
を
し
て
い
た
荷
主
を

優
先
し
て
交
渉
を
行
い
︑
現

在
も
交
渉
を
続
け
て
い
る
荷

主
も
あ
り
ま
す
︒
県
内
荷
主

に
つ
い
て
は
︑
熊
本
県
ト
協

が
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
放
映
し
︑

新
聞
広
告
を
掲
出
す
る
な
ど

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
こ
と
も

影
響
し
て
新
約
款
の
認
知
度

は
高
く
︑﹃
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
環
境
整
備
﹄
と
い
う
目
的

に
も
好
意
的
な
よ
う
で
︑
多

く
の
荷
主
が
﹃
受
け
入
れ
や

む
な
し
﹄
と
理
解
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
す
︒た
だ
ち
に
︑

全
て
の
荷
主
の
契
約
内
容
改

定
ま
で
進
む
の
は
難
し
い
で

し
ょ
う
が
︑
26
年
度
か
ら
続

け
て
い
る
運
賃
改
定
交
渉
を

下
地
に
︑
今
後
時
間
を
か
け

て
荷
主
と
の
交
渉
を
続
け
︑

　

現
在
（
30
年
３
月
23
日
現

在
）︑
全
国
の
新
約
款
に
基

づ
い
た
新
運
賃
・
料
金
の
届

出
を
行
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
︑
２
万
２
３
３
５

者
で
︑
届
出
率
は
39
・
２
％

と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
︑

熊
本
県
で
は
︑
同
５
０
０
者

で
︑
同
82
・
９
％
︒
ち
な
み

に
︑
同
県
で
の
旧
約
款
で
の

届
出
は
２
件
だ
と
い
う
︒

　
﹁
新
た
な
約
款
に
よ
る
新

運
賃
・
料
金
の
届
出
は
︑
す

べ
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
行
っ
て
こ
そ
本
来
の
力

を
発
揮
す
る
と
思
い
ま
す
︒

せ
め
て
︑
同
一
経
済
圏
で
は

同
じ
よ
う
に
足
並
み
を
揃
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
︒
各
社

で
運
賃
・
料
金
が
違
う
の
は

当
然
で
す
が
︑
ル
ー
ル
が
違

う
の
は
お
か
し
な
こ
と
で
す
︒

今
回
の
新
約
款
で
︑
こ
れ
ま

で
タ
ダ
働
き
だ
っ
た
も
の
が

正
当
な
対
価
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
非
常
に
大
き
な
こ
と
で

す
が
︑
私
た
ち
の
本
当
の
願

い
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時

間
労
働
を
な
く
し
︑
賃
金
を

上
げ
て
︑
家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
が
増
え
家
族
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
︑
そ
う
し
た

　

熊
本
交
通
運
輸
㈱
（
住
永

金
司
社
長
）
は
︑
熊
本
県
益

城
町
に
昭
和
47
年
に
設
立
さ

れ
︑
熊
本
県
内
の
経
済
連
の

農
産
物
や
住
宅
お
よ
び
ビ
ル

建
材
等
の
全
国
へ
の
長
距
離

輸
送
︑
ま
た
︑
様
々
な
荷
主

企
業
の
専
属
輸
送
を
手
が

け
︑
さ
ら
に
︑
倉
庫
部
門
を

活
用
し
︑
食
料
品
︑
雑
貨
や

ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
商
品
の
共

同
配
送
を
行
う
な
ど
︑
総
合

物
流
企
業
と
し
て
発
展
し
て

き
た
︒

　

同
社
で
は
︑
貨
物
輸
送
事

業
の
ほ
か
タ
ク
シ
ー
事
業
︑

観
光
バ
ス
事
業
︑
自
動
車
整

備
事
業
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
企

業
を
持
ち
︑
同
社
単
体
で
車

両
数
約
１
９
５
台
︑
社
員
数

２
８
５
人
︑
そ
し
て
︑
グ
ル

ー
プ
全
体
で
総
車
両
数
は
約

５
４
０
台
︑
社
員
数
は
約
８

４
０
人
を
誇
る
︒
同
社
が
︑

取
引
環
境
改
善
と
適
正
運
賃

・
料
金
収
受
へ
の
取
り
組
み

を
始
め
た
の
は
︑
平
成
26
年

度
か
ら
で
あ
る
︒

　
﹁
熊
本
県
内
も
全
国
と
同

様
に
︑
人
材
不
足
︑
特
に
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
ま
し
た
︒
若
年
層
の
人

手
不
足
は
よ
り
深
刻
で
︑
せ

　
﹁
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
﹂
が
一
部

改
正
さ
れ
︑
平
成
29
年
11
月
４
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
︒
今
回
の
改
正
は
︑
運
送
の
対

価
で
あ
る
﹁
運
賃
﹂
と
運
送
以
外
の
役
務

等
の
対
価
で
あ
る﹁
料
金
﹂を
明
確
化
し
︑

別
建
て
で
収
受
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
の
も
の
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
附
帯
作
業

コ
ス
ト
の
見
え
る
化
︑
サ
ー
ビ
ス
に
見
合

っ
た
対
価
の
収
受
等
を
通
し
て
︑
全
体
の

効
率
性
・
生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
︑
取
引
環
境
改
善
お
よ
び
労
働
時

間
削
減
に
資
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
熊
本
交
通
運
輸
株
式
会
社

（
住
永
金
司
社
長
）
に
お
け
る
︑
新
約
款

に
基
づ
く
新
運
賃
・
料
金
の
届
出
と
荷
主

と
の
交
渉
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
︒

熊本交通運輸㈱
所在地� 熊本県上益城郡益城町

平田 2240-1
代表者� 代表取締役社長　住永�金司
創　業� 昭和 47 年 4月1日
資本金� 9,000 万円
社員数� 285 人（うちドライバー165 人）
車両数� 195 台

﹃
ド
ラ
イ
バ
ー
の
幸
せ
の
た

め
﹄
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
﹂
（
菅
原
常

務
）

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
深

刻
で
︑
少
子
・
高
齢
化
社
会

が
進
み
︑
５
年
後
︑
10
年
後

に
は
確
実
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
伴
う
輸
送
力
低
下
時
代

が
く
る
で
し
ょ
う
︒
長
時
間

労
働
・
低
賃
金
と
い
わ
れ
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
条
件
改
善
は
︑
荷
主
・
経

済
界
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
こ
と
で
あ
り
︑
見
方
を
変

え
れ
ば
︑
労
働
条
件
改
善
に

ご
理
解
い
た
だ
い
た
荷
主
企

業
は
︑
将
来
を
見
据
え
輸
送

力
確
保
に
取
り
組
む
﹃
勝
ち

組
企
業
﹄
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
﹂（
住
永
社
長
）

と
が
︑﹃
そ
れ
は
あ
く
ま
で

荷
主
都
合
の
タ
ダ
働
き
で
あ

り
︑
本
来
な
ら
き
ち
ん
と
料

金
が
発
生
し
て
い
た
は
ず
﹄︑

と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と

認
識
し
て
い
た
だ
け
た
と
感

じ
ま
す
︒
こ
れ
ま
で
曖
昧
で

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
︑
何
処
ま
で
が
附
帯
作

業
で
有
料
な
の
か
を
明
確
化

し
た
こ
と
で
︑
荷
主
側
の
都

合
で
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑

﹃
有
料
で
も
い
い
か
ら
ラ
ベ

ル
貼
り
ま
で
し
て
ほ
し
い
﹄

と
い
う
荷
主
は
そ
う
し
た
契

約
に
結
び
直
す
で
し
ょ
う
し
︑

﹃
待
機
時
間
料
金
を
払
い
た

く
な
い
﹄
荷
主
は
ド
ラ
イ
バ

ー
を
待
た
せ
ず
︑
自
分
達
で

荷
卸
し
を
す
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
も

料
金
を
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ

は
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な

り
︑﹃
長
時
間
労
働
で
タ
ダ

働
き
﹄
と
い
う
一
番
生
産
性

の
な
い
行
為
を
な
く
せ
る
こ

と
は
︑
非
常
に
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
で
す
﹂（
同
）

労
働
時
間
短
縮
と
い
う
目
的

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

待
機
時
間
解
消
の
現
場
も

　

同
社
で
は
︑
届
出
後
の
労

働
時
間
統
計
は
ま
だ
ま
と
ま

っ
て
い
な
い
が
︑
例
え
ば
︑

こ
れ
ま
で
荷
主
都
合
の
待
機

時
間
が
長
か
っ
た
現
場
で
︑

待
機
時
間
が
無
く
な
っ
た
例

も
あ
る
と
い
う
︒
ま
た
︑
あ

る
現
場
で
は
︑
同
社
の
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
優
先
し
て
荷
卸
し

が
開
始
さ
れ
た
例
も
あ
る
と

い
う
︒

　

ま
た
︑
待
機
時
間
料
金
に

つ
い
て
は
基
準
内
賃
金
を
ベ

ー
ス
と
し
て
設
定
し
て
い
る
︒

基
本
的
な
考
え
方
は
人
件
費

で
あ
り
︑
荷
主
に
対
し
て
も

こ
の
根
拠
を
示
し
理
解
を
求

め
て
い
る
︒

　
﹁
今
回
の
新
約
款
に
よ
り
︑

新
た
な
運
賃
・
料
金
を
お
示

し
す
る
こ
と
で
︑
こ
れ
ま
で

荷
主
が
﹃
こ
れ
は
タ
ダ
で
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
や
っ
て

く
れ
る
﹄
と
思
っ
て
い
た
こ

熊本県益城町に本社を構える熊本交通運輸㈱

住永金司社長

菅原俊史常務

新
約
款
施
行
に
向
け
て
開
催
さ
れ

た
社
内
会
議
で
、
荷
主
と
の
契
約

内
容
を
洗
い
直
し
た

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
幸
せ
の
た
め
に
」

適
正
運
賃
・
料
金
収
受
へ

契
約
解
除
も
辞
さ
な
い
強
い
姿
勢

「
改
善
基
準
告
示
遵
守
」
を
前
面
に

賃
金
ア
ッ
プ
原
資
の
た
め
運
賃
交
渉

新
約
款
一部
改
正
が
追
い
風
に

「
ま
た
と
な
い
好
機
」
到
来

全
社
で
契
約
内
容
を
チ
ェッ
ク

現
状
調
査
を
徹
底
し
交
渉
準
備

「
長
時
間
労
働
・
低
賃
金
」
の
是
正
が
目
的

新
約
款
の
新
運
賃
・
料
金
届
出
を

熊
本
交
通
運
輸
株
式
会
社
の
取
り
組
み

事
例
紹
介
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127「
和
食
の
香
辛
料
」 

安
倍
奥
の
わ
さ
び

　

わ
さ
び
田
は
湧
き
水
が
豊

富
な
谷
あ
い
に
つ
く
ら
れ
る

し
︑一
年
中
緑
が
濃
い
の
で
︑

見
て
い
て
す
が
す
が
し
い
︒

実
際
に
空
気
も
き
れ
い
だ
︒

伊
豆
や
安
曇
野
が
観
光
名
所

に
な
っ
て
い
る
が
︑
実
は
わ

さ
び
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は

静
岡
市
葵
区
有う

と

う

ぎ

東
木
で
あ
る
︒

　

有
東
木
は
実
に
派
手
な
位

置
に
あ
る
︒
第
一
に
静
岡
市

は
県
庁
所
在
地
と
し
て
は
最

大
の
市
で
︑
北
端
は
山
梨
県

に
接
し
て
い
る
︒
有
東
木
は

そ
の
県
境
近
く
な
の
だ
︒
ま

た
︑
県
境
付
近
か
ら
流
れ
出

す
安
倍
川
は
長
さ
50
㌔
㍍
ほ

ど
の
一
級
河
川
︒
国
道
１
号

も
東
名
高
速
道
路
も
こ
の
川

を
渡
っ
て
い
る
︒
そ
の
安
倍

川
の
左
岸
の
て
っ
ぺ
ん
が
有

東
木
な
の
で
あ
る
︒

岡
の
わ
さ
び
は
﹁
世
界
農
業

遺
産
﹂に
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

わ
さ
び
は
日
本
原
産
の
香

辛
野
菜
︒
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
多

年
草
で
食
用
に
す
る
部
分
は

根
茎
│
│
地
下
茎
で
あ
る
︒

ま
た
︑
花
︑
葉
︑
茎
︑
ひ
げ

根
も
す
べ
て
辛
い
の
で
︑
お

ひ
た
し
や
わ
さ
び
漬
け
で
も

辛
さ
を
十
二
分
に
楽
し
め
る
︒

　

辛
味
の
主
成
分
は
ア
リ
ル

破
壊
さ
れ
て
辛
味
が
増
す
︒

　

ま
た
︑
わ
さ
び
は
殺
菌
力

が
強
く
︑
防
腐
パ
ワ
ー
も
あ

る
か
ら
︑
刺
身
な
ど
の
生
の

魚
介
類
に
は
最
適
な
香
辛
料

だ
し
︑
同
様
な
効
果
を
も
つ

塩
・
酢
と
組
み
合
わ
せ
た
に

ぎ
り
ず
し
は
︑
味
と
い
い
防

腐
効
果
と
い
い
︑
す
ば
ら
し

い
取
り
合
わ
せ
な
の
だ
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

４
０
０
年
ほ
ど
前
︑
自
生

し
て
い
た
わ
さ
び
を
村
の
湧

水
池
に
植
え
て
み
た
ら
︑
実

に
よ
く
生
長
し
︑
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
︒

そ
し
て
︑
駿す

ん
ぷ
じ
ょ
う

府
城
に
隠
居
し

て
い
た
徳
川
家
康
に
︑
わ
さ

び
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
︑﹁
珍

味
で
あ
る
︑
天
下
の
逸
品
で

あ
る
﹂と
激
賞
さ
れ
た
の
だ
︒

さ
ら
に
今
年
の
春
に
は
︑
静

か
ら
し
油
で
︑
普
通
の
状
態

で
は
辛
味
も
香
り
も
ま
っ
た

く
感
じ
ら
れ
な
い
が
︑
す
り

お
ろ
し
た
り
切
っ
た
り
し
て

細
胞
組
織
を
壊
し
て
や
る

と
︑
辛
味
が
ど
っ
と
湧
き
だ

し
︑
つ
ー
ん
と
目
鼻
が
刺
激

さ
れ
る
︒
こ
れ
は
ア
リ
ル
か

ら
し
油
が
揮
発
性
だ
か
ら

で
︑
て
い
ね
い
に
す
り
お
ろ

す
ほ
ど
に
︑
細
胞
が
細
か
く

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜優先編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（法第36条第1項第1号）その通行してい
る道路と交差する道路を左方から進行してく
る車の進行を妨害してはならない。 
❷ ○（法第36条第2項）交通整理の行なわれ
ていない交差点においては、その通行してい
る道路の幅員よりも交差道路の幅員が明らか
に広いものであるときは、当該交差道路を通
行する車両等の進行妨害をしてはならない。
❸ ○（法第37条）交差点で右折する場合にお
いて、当該交差点において直進し、又は左折
しようとする車両等があるときは、当該車両等
の進行妨害をしてはならない。
❹ ×（法第20条の2第1項）路線バス等の優
先通行帯においては、路線バス等が後方か

ら接近してきた場合に交通の混雑のため当該
車両通行帯から出ることができないこととなる
ときは、当該車両通行帯を通行してはならず、
また、当該車両通行帯を通行している場合に
おいて、後方から路線バス等が接近してきた
ときは、その正常な運行に支障を及ぼさない
ように、すみやかに当該車両通行帯の外に出
なければならないとされており、通行そのもの
が禁止されているわけではない。
❺ ○（法第75条の6第2項）緊急自動車以外
の自動車は、緊急自動車が本線車道に入ろう
としている場合又はその通行している本線車
道から出ようとしている場合においては、当該
緊急自動車の通行を妨げてはならない。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①子どもの行動には予測がつかないことが多く、おとな
しく歩いていると思ったら、次の瞬間、いきなりふざけ
あって車道に飛び出してくるというケースも少なくあり
ません。したがって、数人の子どもが通行している時は、
それが歩道であっても、ガードレールや植込みなどで
車道と分離されていない場合には、決して油断せず、
子どもの動きに十分注意するとともに、側方間隔もで
きるだけ多くとるようにします。また、歩道のない道路
を子どもたちが通行している時には、さらに注意が必
要です。道路交通法では、歩行者の側方を通過すると
きは、安全な間隔をとるか、それができない場合は徐
行することが義務づけられています。安全な間隔につ
いては具体的に明示はされていませんが、自動車教
習所の学科教習などでは、歩行者が車に気づいてい
れば1メートル以上、気づいていないようなら1.5メー
トル以上とされているようです。ただ、歩行者が子ども
の場合は、万一の飛び出しを考えて、その側方を通過
するときは、徐行するくらいの慎重さが求められます。
②対向車線側のバス停に路線バスが停車している時は、
バスの背後からの横断に注意する必要があります。特
に高齢者は体力の低下等により、できるだけ最短距離
を行こうとする傾向がありますから、目的地が対向車
線側にあるときは安全確認もせずに道路を横断してく
る可能性があります。しかも、バスの利用者には高齢

①歩道の子どもたちがふざけあって車道に飛び出してく
ると、はねてしまう危険があります（図１）。
②停車中の路線バスの背後から、バスを降りた乗客な
どが道路を横断してくると、はねてしまう危険があり
ます（図２）。
③対向車線を進行してくる車が、停車中のバスを追い越
してくると、衝突する危険があります（図３）。

　あなたは片側１車線の道路を走行していま
す。歩道には下校中の子どもが通行しており、対
向車線側には路線バスが停車しています。この
場面にはどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をすればよ
いでしょうか。考えてみましょう。

者が多いということも頭に入れて、路線バスが
停車している場所では、道路横断があるかもし
れないと考えて慎重に運転しましょう。

図１

図２

図３

４
月
６
日
㈮
か
ら
15
日
㈰
ま
で

を
目
指
す
日
﹂
と
定
め
て
い

る
︒

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

▽�

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
実

施
計
画

︿
最
重
点
推
進
項
目
﹀

⑴
追
突
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
事
故
の
半
数
を
占
め
る
追

突
事
故
を
防
止
す
る
た
め
︑

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
及
び
全
ト
協
で
制
作

し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
追
突
事
故

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
追
突
事

故
撲
滅
キ
ッ
ト
～
﹂
等
を
活

用
し
︑
追
突
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
追
突
事

故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の

軽
減
に
有
効
な
﹁
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
置
﹂
搭
載

車
の
普
及
を
促
進
す
る
︒

⑵
交
差
点
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
交
差
点
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
～
交
差
点
事
故
撲
滅
キ

ッ
ト
～
﹂
を
活
用
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
全
国
展
開
す
る
と
と

も
に
︑
横
断
歩
道
手
前
で
の

最
徐
行
又
は
一
時
停
止
の
励

行
と
︑
左
右
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
安
全
確
認
す
る
こ
と
を
徹

底
さ
せ
︑
交
差
点
左
折
時
の

自
転
車
巻
き
込
み
事
故
及
び

右
折
時
の

横
断
歩
行

者
と
の
事

故
防
止
の

徹
底
を
図

る
︒

　

ま
た
︑

交
差
点
等

に
お
け
る

左
折
事
故
防
止
対
策
の
取
り

組
み
と
し
て
︑
車
載
カ
メ
ラ

装
着
車
両
の
普
及
促
進
を
図

る
︒

⑶
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

酒
気
帯
び
運
転
︑
飲
酒
運

転
の
根
絶
を
徹
底
す
る
た

め
︑
全
ト
協
制
作
の
﹁
飲
酒

運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

等
を
活
用
し
︑
運
転
者
に
対

す
る
適
切
な
指
導
監
督
を
実

施
す
る
と
と
も
に
︑
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
器
を
使
用
し
た
厳

正
な
点
呼
を
実
施
す
る
︒

︿
重
点
推
進
項
目
﹀

⑷�

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

子
供
と
高
齢
者
の
傍
を
通

過
す
る
際
は
︑
十
分
に
速
度

を
落
と
す
な
ど
︑
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
の
励
行
︒

⑸ 

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
の
走
行
の
励
行
︑

交
差
点
通
過
時
に
お
け
る
車

両
周
辺
の
歩
行
者
等
の
安
全

確
認
の
励
行
を
徹
底
す
る
︒

⑹�

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
禁
止
の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹

底
を
図
る
︒

⑺�

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
な

ど
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
事

故
防
止
を
徹
底
す
る
︒

⑻
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑼
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
健
康
状
態
の
確
認
を
徹
底

し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事
故

の
防
止
を
図
る
︒

⑽
過
労
運
転
の
防
止

　

事
業
者
は
︑
休
憩
又
は
睡

眠
の
た
め
の
時
間
及
び
休
息

の
た
め
の
時
間
が
十
分
確
保

さ
れ
る
よ
う
勤
務
時
間
及
び

乗
務
時
間
を
定
め
る
と
と
も

に
︑
運
行
管
理
者
に
対
し
て

は
運
行
経
路
︑
運
行
時
間
︑

休
憩
地
点
等
を
含
む
適
切
な

運
行
指
示
書
の
作
成
や
運
行

計
画
︑
並
び
に
乗
務
割
の
作

成
を
行
い
︑
点
呼
時
等
に
お

い
て
運
転
者
の
健
康
状
態
の

確
認
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示

し
︑
過
労
運
転
の
防
止
に
努

め
る
︒ 

⑾�

﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

集
﹂
を
活
用
し
た
安
全
意

識
の
高
揚

「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
」
本
格
ス
タ
ー
ト

全
国
５
か
所
で
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
定
期
健
康
診
断
の
事
後

フ
ォ
ロ
ー
に
よ
る
健
康
起
因

事
故
防
止
の
た
め
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の

﹃
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
﹄﹂
の
本
格
運
用
を

開
始
す
る
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
は
︑
①
ハ
イ

リ
ス
ク
者
（
肥
満
・
高
血
圧

・
脂
質
異
常
・
高
血
糖
の
う

ち
３
～
４
項
目
を
満
た
す

者
）
の
見
え
る
化
︑
②
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
の
解
消
︑
③
予

防
対
策
の
推
進
︑
④
健
康
な

従
業
員
の
確
保
に
よ
る
健
康

経
営
︱
︱
を
目
的
に
実
施
︒

同
シ
ス
テ
ム
の
実
践
的
活
用

を
目
指
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
５

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
︑
全

国
５
か
所
で
開
催
す
る（
表
）︒

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ

ろ
う
運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し

れ
な
い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る

よ
う
徹
底
を
図
る
︒

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

は
︑
同
シ
ス
テ
ム
受
託
機
関

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｓ
）
の
大
阪
オ
フ
ィ
ス
（
☎

06
・
６
９
６
５
・
３
６
６
６
）

ま
た
は
東
京
オ
フ
ィ
ス
（
03

・
３
２
９
５
・
１
２
７
１
）
ま

で
︒

　
﹁
平
成
30
年
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
﹂
が
︑
４
月
６

日
㈮
か
ら
15
日
㈰
に
か
け
て

実
施
さ
れ
る
︒

　

今
年
は
︑﹁
子
供
と
高
齢

者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

止
﹂︑﹁
自
転
車
の
安
全
利
用

の
推
進
﹂︑﹁
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底
﹂
お
よ
び
﹁
飲
酒
運
転

の
根
絶
﹂
を
全
国
運
動
重
点

と
し
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
事
故
の
過
半
数
を
追
突
事

故
が
占
め
︑
か
つ
死
亡
事
故

の
３
割
強
が
交
差
点
で
発
生

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
︑

﹁
追
突
事
故
の
防
止
﹂︑﹁
交

差
点
事
故
の
防
止
﹂
お
よ
び

﹁
飲
酒
運
転
の
根
絶
﹂
を
最

重
点
推
進
項
目
と
し
て
徹
底

す
る
︒

　

そ
れ
に
伴
い
︑今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
は
ポ
ス
タ

ー
を
折
り
込
み
︑
同
運
動
の

効
果
的
な
実
施
を
目
指
す
︒

　

な
お
︑
同
運
動
で
は
︑
４

月
10
日
㈫
を
︑
国
民
一
人
ひ

と
り
の
交
通
安
全
意
識
向
上

に
よ
っ
て
交
通
事
故
の
発
生

を
抑
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
︑﹁
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

全
ト
協

表 セミナー開催スケジュール
開催日 会場 申込締切
5/10 ㈭ 福岡県トラック協会 4/26 ㈭
5/16 ㈬ 東京都トラック協会 5/2 ㈬
5/22 ㈫ 大阪府トラック協会 5/8 ㈫
5/25 ㈮ 愛知県トラック協会 5/11 ㈮
6/7 ㈭ 宮城県トラック協会 5/24 ㈭

※開催時間14：00～16：30、定員100人（全会場共通）

平
成
30
年

４
月
10
日
㈫
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

春の全国交通安全運動
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▼
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
︑﹁
急
病
人
が

出
ま
し
た
！　

お
急
ぎ
の
と
こ
ろ

す
み
ま
せ
ん
が
︑
こ
の
電
車
は
次
の

駅
で
止
ま
り
ま
す
﹂︒
車
内
ヘ
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
は
︑
的
確
か
つ
緊
張
感
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒
今
年
１
月
に

66
歳
で
急
逝
し
た
俳
優
・
大
杉
漣

氏
の
こ
と
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し

ま
し
た
︒
▼
家
族
に
︑
友
人
に
お

別
れ
も
出
来
ず
突
然
の
死
︒
本
人

も
さ
ぞ
か
し
悔
し
か
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
︒
運
命
と
は
い
え
︑
こ
れ
以
上

の
残
酷
な
出
来
事
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
早
速
︑
翌
週
の
週
刊
誌
に
︑

故
人
を
偲
ぶ
記
事
と
共
に
病
気
の

兆
候
・
対
処
に
つ
い
て
特
集
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒﹁
過

信
︑
過
身
︑
過
請
﹂
は
︑
身
の
破

滅
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
︒
八
面
六

臂
の
活
躍
を
望
む
の
は
所
詮
無
理

が
あ
り
ま
す
︒
一
生
懸
命
に
事
を
成

す
一
方
で
︑
心
身
の
癒
し
も
必
須
で

す
︒
▼
奈
良
県
の
興
福
寺
に
鎮
座

す
る
三
面
六
臂
の
﹁
阿
修
羅
像
﹂

は
︑
イ
ン
ド
で
は
熱
さ
を
招
き
大

地
を
干
上
が
ら
せ
る
太
陽
神
と
し

て
︑
常
に
帝
釈
天
と
戦
う
戦
闘
神

で
す
が
︑
仏
教
に
と
り
い
れ
ら
れ
て

か
ら
は
︑
慈
悲
の
顔
も
併
せ
持
ち
︑

釈
迦
を
守
護
す
る
魅
惑
の
仏
像
と

し
て
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
︒
百

済
か
ら
渡
来
し
た
仏
師
作
と
の
伝

承
で
す
が
︑
遠
い
祖
国
ヘ
の
熱
い
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
︒
▼
平
成
21
年
に
東
京

国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
︑
興

福
寺
創
建
１
３
０
０
年
記
念
﹁
国

宝　

阿
修
羅
展
﹂
に
は
︑
約
95
万

人
が
訪
れ
ま
し
た
︒
私
も
︑
週
末

の
土
曜
日
に
行
き
ま
し
た
が
︑
阿

修
羅
像
に
手
を
合
わ
せ
涙
ぐ
む
多

く
の
人
達
を
目
の
当
た
り
に
し

た
︑
あ
の
時
の
光
景
が
思
い
起
こ
さ

れ
ま
す
︒
世
の
中
が
殺
伐
と
す
る

中
で
︑
涙
を
流
す
純
粋
な
思
い
が

希
薄
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
︒
▼
最

近
観
た
映
画
﹃
リ
メ
ン
バ
ー
・
ミ

ー
﹄
は
︑
家
族
愛
に
溢
れ
た
デ
ィ

ズ
ニ
ー
な
ら
で
は
の
ア
ニ
メ
で
し

た
︒
メ
キ
シ
コ
を
舞
台
に
︑
日
本
の

お
盆
の
風
習
と
同
様
の
﹁
死
者
の

日
﹂
に
︑
現
世
か
ら
死
者
の
国
に

迷
い
込
ん
だ
少
年
ミ
ゲ
ル
が
︑
過

去
の
家
族
の
出
来
事
を
先
祖
と
協

力
し
て
解
決
し
︑
現
世
の
人
々
の

わ
だ
か
ま
り
を
解
き
放
つ
感
動
の

物
語
で
す
︒
ア
ニ
メ
と
は
い
え
︑
そ

の
映
像
の
素
晴
ら
し
さ
︑
ミ
ゲ
ル

を
取
り
囲
む
先
祖
と
現
世
の
家
族

愛
に
涙
腺
が
刺
激
さ
れ
ま
し
た
︒

▼
﹁
喜
怒
哀
楽
﹂
の
中
で
﹁
怒
﹂

と
﹁
哀
﹂
は
︑
忍
耐
力
に
も
通
じ

心
の
中
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
︑
少
し
だ
け
吐
露
す
る

こ
と
も
肝
要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
！

 

（
山
崎
薫
）
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未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
の
発
生
か
ら
︑
７
年
経
過
し
た
︒

被
災
地
で
は
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
が

本
格
化
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る

が
︑
一
方
で
福
島
県
で
は
︑
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
７

年
が
過
ぎ
て
も
一
向
に
復
興
へ
の
進
捗
が

み
ら
れ
ず
︑
風
評
被
害
な
ど
厳
し
い
現
状

を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
︒

　

今
回
は
︑
福
島
県
内
の
運
送
事
業
者
が

集
ま
り
︑
県
内
の
除
染
廃
棄
物
輸
送
に
取

り
組
み
︑一
刻
で
も
早
い
﹁
福
島
の
復
興
﹂

を
目
指
す
︑
福
島
復
興
支
援
輸
送
協
同
組

合
（
福
島
市
）
の
現
状
を
紹
介
す
る
︒

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
︑

東
北
地
方
の
沿
岸
部
を
中
心

に
壊
滅
的
な
被
害
を
及
ぼ
し

た
︒
中
で
も
︑福
島
県
で
は
︑

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
り
︑地
震
︑

大
津
波
に
加
え
て
３
重
苦
と

も
い
え
る
被
害
を
受
け
た
︒

さ
ら
に
︑
そ
の
風
評
被
害
も

大
き
い
︒

　

本
来
︑
放
射
性
物
質
は
︑

時
間
と
と
も
に
減
少
し
︑
ま

た
風
雨
な
ど
の
自
然
要
因
に

よ
る
減
衰
効
果
（
ウ
ェ
ザ
リ

ン
グ
）
も
あ
る
た
め
︑
自
然

に
放
射
線
量
は
減
っ
て
い
く
︒

し
か
し
︑
そ
の
た
め
に
は
長

い
年
月
が
か
か
る
こ
と
か
ら
︑

少
し
で
も
早
く
放
射
線
量
を

減
ら
し
︑
福
島
の
元
の
姿
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
︑
除
染

が
必
要
不
可
欠
と
な
る
︒

　

除
染
作
業
は
︑
国
に
よ
り

計
画
的
に
管
理
さ
れ
て
行
わ

れ
て
い
る
︒
福
島
県
内
の
市

町
村
で
行
わ
れ
た
除
染
作
業

で
取
り
除
か
れ
た
放
射
性
物

質
を
含
む
土
壌
や
汚
泥
︑
草

木
な
ど
は
︑
各
市
町
村
の
協

力
を
得
て
公
園
や
学
校
な
ど

の
仮
置
場
ま
た
は
個
人
住
宅

地
に
一
時
的
に
保
管
さ
れ
て

い
る
︒

　

こ
れ
ら
の
除
染
廃
棄
物
を

安
全
に
集
中
的
に
管
理
・
保

管
す
る
た
め
の
施
設
が
﹁
中

間
貯
蔵
施
設
﹂
で
あ
り
︑
県

内
の
大
熊
町
・
双
葉
町
で
建

設
を
進
め
て
い
る
︒
福
島
県

内
の
各
市
町
村
か
ら
除
染
廃

棄
物
を
中
間
貯
蔵
施
設
へ
輸

送
す
る
こ
と
は
︑
ま
さ
に
除

染
の
一
環
で
あ
り
︑
こ
の
輸

送
を
担
う
の
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
﹂
だ
︒

　

除
染
廃
棄
物
の
輸
送
を
通

じ
て
︑
早
期
の
福
島
の
復
興

・
再
生
を
後
押
し
す
る
た
め

に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
︑
福

島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
あ
る
︒

　

福
島
県
ト
協
で
は
︑
平
成

27
年
７
月
の
理
事
会
で
協
同

組
合
の
設
立
を
意
思
決
定

し
︑
当
時
福
島
県
ト
協
の
会

長
で
あ
っ
た
︑
渡
邉
泰
夫
氏

が
理
事
長
と
な
り
︑
10
月
30

日
に
﹁
福
島
復
興
支
援
輸
送

協
同
組
合
﹂
を
設
立
し
た
︒

　

設
立
当
初
は
︑
中
間
貯
蔵

施
設
へ
の
本
格
輸
送
開
始
に

向
け
︑
施
設
等
建
設
の
た
め

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
な
ど

資
材
輸
送
を
納
入
業
者
か
ら

共
同
で
受
注
し
︑
組
合
員
の

運
送
事
業
者
に
分
担
し
た
︒

そ
の
後
︑28
年
の
５
月
に
は
︑

事
業
計
画
に
﹁
中
間
貯
蔵
施

設
へ
の
除
染
廃
棄
物
輸
送
﹂

を
追
加
し
共
同
受
注
し
た
︒

現
在
で
は
︑
組
合
員
も
増
加

し
︑
ダ
ン
プ
部
会
員
を
中
心

に
１
１
４
社
（
平
成
29
年
12

月
19
日
現
在
）
で
構
成
さ
れ

て
い
る
︒

　

輸
送
対
象
物
は
︑
福
島
県

内
で
発
生
し
た
︑
除
染
に
伴

い
生
じ
た
土
壌
と
木
︑
落
葉

・
枝
︑
側
溝
の
泥
等
の
廃
棄

物
︑
そ
し
て
放
射
能
濃
度
が

10
万
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
を
超

え
る
廃
棄
物
（
焼
却
灰
等
）

で
あ
る
︒

　

全
体
の
発
生
量
に
つ
い
て

は
︑
減
容
化
前
で
１
８
７
０

～
２
８
１
５
万
㎥
︑
減
容
化

後
で
約
１
６
０
０
～
２
２
０
０

万
㎥
︑
焼
却
灰
で
約
１
・
８

万
㎥
と
推
計
さ
れ
て
い
る
︒

　

国
の
除
染
作
業
の
う
ち

﹁
除
去
﹂
自
体
は
︑
平
成
29

年
３
月
ま
で
に
ほ
ぼ
終
え
て

お
り
︑
現
在
は
中
間
貯
蔵
施

設
へ
の
輸
送
が
本
格
化
し
て

い
る
︒
同
協
組
だ
け
で
な
く

事
業
全
体
の
28
年
度
実
績
で

は
︑
福
島
県
内
41
市
町
村
か

ら
約
18
・
４
万
㎥
が
輸
送
さ

れ
た
︒
29
年
度
の
輸
送
計
画

は
︑
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い

る
分
を
優
先
的
に
33
市
町
村

か
ら
50
万
㎥
を
運
ぶ
予
定

で
︑
こ
れ
は
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
換
算
で
１
日
当
た
り
３
５

０
台
往
復
分
と
な
る
︒
同
協

組
で
は
︑
こ
の
う
ち
︑
県
南

地
区
か
ら
約
５
万
㎥
︑
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
換
算
で
約
８
０

０
０
台
を
担
う
予
定
で
︑
29

年
10
月
か
ら
輸
送
継
続
中
で

あ
る
︒

除
染
作
業
と
同
様
に
作
業
者

の
健
康
を
害
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
︑
個
別
の
被
ば
く
線

量
の
管
理
や
特
別
講
習
の
受

講
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
︒

　
﹁
除
染
廃
棄
物
輸
送
に
従

事
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
作

業
従
事
者
と
し
て
﹃
除
染
等

業
務
特
別
講
習
﹄
を
受
講
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
予

め
作
業
従
事
者
は
事
前
に
登

録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒
ま
た
︑
高
線
量
地
域
で

の
作
業
と
な
る
こ
と
か
ら
︑

本
人
か
ら
の
同
意
を
取
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
︒
料
金
に

つ
い
て
は
︑
運
賃
の
他
に
特

殊
勤
務
手
当
を
収
受
で
き
ま

す
が
︑
こ
れ
は
従
事
者
本
人

に
全
額
支
給
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
︒
使
用
す
る
車
両

も
︑
登
録
外
の
車
両
を
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
な
ど
︑

安
全
管
理
を
含
め
て
非
常
に

厳
密
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る

の
で
す
︒
し
か
し
︑
福
島
の

元
の
姿
を
一
刻
で
も
早
く
取

り
戻
す
た
め
に
︑
組
合
員
一

同
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
﹂（
荒
川
孝
一
専
務

理
事
）

　

運
行
管
理
も
徹
底
し
て
安

全
を
第
一
に
考
え
て
行
わ
れ

る
︒
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ

た
土
砂
等
を
輸
送
す
る
こ
と

か
ら
︑
①
安
全
か
つ
確
実
に

輸
送
を
実
施
︑
②
で
き
る
限

り
短
期
間
で
輸
送
を
完
了
︑

③
国
民
お
よ
び
関
係
機
関
の

理
解
と
協
力
の
も
と
輸
送
を

実
施
︱
︱
す
る
こ
と
の
３
つ

の
基
本
原
則
に
基
づ
い
て
い

る
︒

　

こ
の
た
め
︑輸
送
経
路
は
︑

事
前
に
人
口
集
中
地
区
や
学

校
等
を
で
き
る
限
り
避
け
る

ル
ー
ト
を
選
定
し
︑
全
車
両

は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
搭
載
し

て
︑
国
が
往
復
の
全
車
両
の

位
置
情
報
を
管
理
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
国
道
や
高
規
格

幹
線
道
路
︑
高
速
道
路
を
優

先
し
て
使
用
し
︑
そ
の
た
め

に
道
路
補
強
や
改
良
等
も
行

わ
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
放
射
性
物
質
の
飛

散
や
流
出
の
防
止
を
図
り
︑

迅
速
に
輸
送
す
る
た
め
に
︑

様
々
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い

る
︒
除
染
廃
棄
物
は
１
㎥
あ

た
り
１
袋
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
ら
れ
︑
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
さ
れ

た
後
も
︑
防
水
ま
た
は
遮
水

シ
ー
ト
で
確
実
に
覆
わ
れ
る
︒

　

車
両
に
は
︑
前
後
左
右
に

除
去
土
壌
等
運
搬
車
で
あ
る

旨
を
明
示
し
て
い
る
︒

　

輸
送
の
時
間
帯
も
︑
特
に

学
校
生
徒
・
児
童
が
登
校
す

る
時
間
帯
や
一
般
車
の
渋
滞

ピ
ー
ク
を
避
け
て
行
わ
れ
る
︒

　
﹁
当
協
組
で
は
︑
毎
運
行

日
ご
と
︑
午
前
６
時
か
ら
点

呼
が
始
ま
り
︑
８
時
か
ら
概

ね
11
時
過
ぎ
ま
で
に
出
発
し

ま
す
︒
仮
置
場
で
の
積
み
込

み
可
能
な
台
数
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
︑
５
台
前
後
の
グ

ル
ー
プ
で
段
階
的
に
出
発

し
︑
輸
送
完
了
ま
で
グ
ル
ー

プ
単
位
で
行
動
し
ま
す
︒
輸

送
ル
ー
ト
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
厳
密

に
管
理
さ
れ
て
お
り
︑
ち
ょ

っ
と
で
も
ル
ー
ト
か
ら
外
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
︑

事
故
扱
い
に
な
る
ほ
ど
で
す
︒

安
全
・
確
実
に
︑
そ
し
て
︑

迅
速
に
除
染
廃
棄
物
を
中
間

貯
蔵
施
設
に
輸
送
す
る
た

め
︑
従
事
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

は
様
々
な
教
育
・
研
修
を
受

け
︑
安
全
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
﹂（
同
）

　

環
境
省
は
︑
29
年
11
月
21

日
に
︑
今
後
の
計
画
で
︑
除

染
廃
棄
物
の
輸
送
を
30
年
度

は
１
８
０
万
㎥
（
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
換
算
で
毎
日
約
１
２

０
０
台
往
復
）︑
31
年
度
は
４

０
０
万
㎥
（
同
約
２
６
０
０

台
往
復
）︑
32
年
度
に
は
全

量
搬
入
を
完
了
す
る
予
定
と

公
表
し
た
︒

　

今
後
の
大
幅
な
輸
送
量
の

拡
大
に
対
応
し
て
︑
道
路
整

備
に
も
拍
車
が
か
か
る
︒
常

磐
道
の
大
熊
Ｉ
Ｃ
・
双
葉
Ｉ

Ｃ
の
設
置
で
輸
送
ル
ー
ト
を

短
縮
さ
せ
る
計
画
の
他
︑
相

馬
～
福
島
間
の
復
興
道
路
も

一
部
開
通
し
︑
霊
山
～
相
馬

間
が
３
月
10
日
に
開
通
し
て

い
る
︒

　

同
協
組
で
は
今
後
︑
環
境

省
・
国
土
交
通
省
・
福
島
県

へ
要
望
等
を
実
施
し
て
い
く
︒

　

特
に
︑
各
市
町
村
の
仮
置

場
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
ま
で

の
除
染
廃
棄
物
の
輸
送
は
︑

輸
送
業
務
（
運
賃
払
い
）
と

捉
え
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
で

の
活
用
を
要
望
︒

　

一
方
︑
運
転
者
の
拘
束
時

間
を
考
慮
し
て
︑
１
日
当
た

り
の
輸
送
台
数
が
多
い
仮
置

場
で
は
︑
時
間
差
入
場
時
間

を
要
望
し
︑輸
送
の
効
率
化
︑

道
路
渋
滞
対
策
や
環
境
対
策

（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
）
も
提
案
し

て
い
く
︒

　
﹁
当
協
組
は
除
染
廃
棄
物

の
輸
送
を
通
じ
て
︑
福
島
県

の
早
期
復
興
と
風
評
被
害
の

払
拭
に
協
力
す
る
の
が
大
き

な
目
的
で
す
︒
30
年
度
か
ら

は
さ
ら
に
大
量
輸
送
も
始
ま

り
︑
車
両
確
保
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
き
ま
す
︒
使
用

車
両
を
ダ
ン
プ
カ
ー
か
ら
平

ボ
デ
ィ
や
ウ
ィ
ン
グ
車
に
も

拡
大
で
き
る
よ
う
︑
輸
送
効

率
を
高
め
る
要
請
活
動
を
継

続
す
る
と
と
も
に
︑こ
の
後
︑

第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
︑
組

合
員
や
県
内
事
業
者
だ
け
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
輸
送
に

つ
い
て
は
︑
隣
接
県
等
の
事

業
者
へ
参
加
︑
協
力
を
求
め

て
い
く
こ
と
も
今
後
の
課
題

と
な
る
で
し
ょ
う
﹂（
同
）

　

こ
の
汚
染
土
壌
等
の
除
染

廃
棄
物
輸
送
は
︑
法
律
（
除

染
電
離
則
）
上
﹁
除
染
等
業

務
﹂に
含
ま
れ
る
︒
従
っ
て
︑

　今回の原発事故で放出された放射性物質は、おもに「ヨウ素
131」、「セシウム１３４」、「セシウム137」。ヨウ素 131の放射

線量が半分に減るまでの時間（半減期）が約８日、セシウム１３４の半減期
が約２年なのに対して、セシウム１３７は半減期が約 30年と長期間影響が残
る。このため、一刻でも早く元の姿に戻すために行われているのが除染作業。
　除染とは、生活する空間で受ける放射線の量を減らすために、放射性物質

を取り除いたり、土で覆ったりすることで、①放射性物質が付着した表土の削
り取り、枝葉や落ち葉の除去、建物表面の洗浄等により、放射性物質を生
活圏から取り除くことを「除去」②放射性物質を土やコンクリートなどで覆うこ
とを「遮へい」、という。さらに、放射線の強さは、放射性物質から離れるほ
ど弱くなるため、放射性物質を人から「遠ざける」ことで、人への被ばく線量
を下げることも除染といえる。

福
島
の
復
興
へ
向
け
て

福
島
復
興
支
援
輸
送
協
同
組
合
（
福
島
市
）

『広報とらっく』東日本大震災特集 2018

福島県泉崎村のさつき運動公園陸上競技場の仮置場から出発する同協組所属の大型ダンプトラック。2台
での隊列走行を基本とし、大熊町の中間貯蔵施設を目指す

仮置場でダンプトラックへと積込まれる除染廃棄物

点呼では健康状態などの確認のほか、リスクマネジメント手法によるATKY（アタッ
ク・ケイワイ、危険予知訓練）なども実施される

東日本大震災から7年
後　編

「
輸
送
力
活
か
し
、
一
刻
も
早
く
元
の
福
島
を
」

県
内
各
地
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
へ
除
染
廃
棄
物
等
を
輸
送

福
島
第
一原
発
事
故
が
影
響

今
も
つ
づ
く
風
評
被
害

福
島
復
興
支
援
輸
送
協
組
を
設
立

立
ち
上
が
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

今
後
の
輸
送
量
拡
大
に
対
応

車
両
大
型
化
な
ど
要
望
へ

除
染
廃
棄
物
輸
送
は
厳
密
に
管
理

「
安
全
か
つ
確
実
」
が
大
原
則

メモ
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自転車
歩行者

3 左折巻き込み事故ゼロをめざして

全日本トラック協会では、「飲酒運転の根絶」「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を
最重点推進項目として安全運行の確保に積極的に取り組みます。

追突死亡事故ゼロをめざして

出典：（公財）交通事故総合分析センター

出典：（公財）交通事故総合分析センター

※「飲酒運転」には「酒酔い運転」および「酒気帯び運転」が含まれる。
数字はいずれも事業用貨物自動車（軽自動車を除く）によるもの。
出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

４月６日　 ～金

15日 日 まで

2

飲酒運転の根絶をめざして1

春の全国交通安全運動

※死亡事故件数は事業用貨物自動車を第一当事者とするもの（軽を除く）

ch
eck

左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上 の事業用トラックを対象

全ト協助成事業実施中
左側方カメラ塔載車への

(　　　　　　　　　  )

ch
eck

への全ト協助成事業実施中
衝突被害軽減ブレーキ装着車

8トン未満
の事業用トラックを対象

車両総重量

ch
eck

安全装置（呼気吹き込み式
アルコールインターロック装置等）

への全ト協助成事業を実施中10,000

平成 20 21 22 23 24

死者数（人） 人身事故（件） 飲酒運転　うち事故件数（件）飲酒運転　件数（件）※ ※

25 26 27 28 29 30 31 32 年
0 0

100

200

300

400

500

600

426
383383 398

364 389 364

330
22,000

プラン2009
中期目標

340340
312

270

220
200

12,500

0

15,00014,600
16,156

17,80117,801
18,49119,47420,567

21,04420,676

24,217

250

61 58 34 35 24 32 30 33 37

167167
137 120

102 100 9696 94 103

20,000

30,000

40,000

50,000

プラン 2009 スタート プラン 2009
中間見直し

プラン 2020
　スタート

プラン
2009
目標

プラン
2020
目標

乗務前点呼等でのアルコール
チェックの確実な実地

右・左折時には歩行者・自転車
に注意！

車間距離・制限速度・健康管理
がポイント！

平
成
30
年

平
成
30
年

全体 高速道路※四捨五入のため合計は必ずしも100にならない

事業用貨物自動車の事故類型別死傷事故件数の構成率（平成28年）事業用貨物自動車の事故類型別死傷事故件数の構成率（平成28年）

追突
52.3％

正面衝突 1.3％

人対車両 （その他）
　　2.4％

車両単独 1.2％

車両相互（その他） 
5.9％

右折時衝突 
5.2％

左折時衝突 
6.0％

後退時衝突 
3.7％

横断中 3.8％

進路変更時衝突
 4.5％

追越・追抜時衝突
 4.2％

出会い頭衝突
9.5％

追突
69.7％

追突
69.7％進路変更時衝突

１２.７％

追越・追抜時衝突
４.６％

車両相互（その他）
6.7％

後退時衝突
1.1％

左折時衝突
0.3％

駐車車両
1.4％

工作物衝突
(防護柵等)
1.２％

工作物衝突
(分離帯)
0.5％  0.9％

人対車両(その他) 0.7％

横断中 0.3％

車両単独（その他)

事故件数
14,600件
（平成28年）

事故件数
14,600件
（平成28年）

車両相互 92.6％ 車両相互 95.1％

車両単独 1.2％車両単独 1.2％ 車両単独 4.0％車両単独 4.0％ 人対車両 0.9％人対車両 0.9％

事故件数
1,383件
（平成28年）

事故件数
1,383件
（平成28年）

人対車両 6.2％人対車両 6.2％

死亡事故の

死亡事故件数
258件

（平成28年）

死亡事故件数
258件

（平成28年）

131件
51％

131件
51％

62件
24％

31件
12％
31件
12％

31件
12％
31件
12％

その他その他

追突追突

44件
17％

交差点－対自転車

自転車
19件

0

5

10

15

20

（歳）19～591～18

3

9 10

1
3

0

対自転車
19 件が

対歩行者
 7 件中

60～98

歩行者
5件

歩行者
7件

8 は大型車

時の死亡事故
7割が自転車左折

21件
8％

21件
8％

交差点－対その他

すべて大型車 3 件大型車

割
0

5

10

15

20

60～98（歳）

（件）

19～591～18

自転車
歩行者

0
2 １0

11

0

自転車
1件

自転車
1件

歩行者
13件

時の死亡事故
9割が歩行者右折

33 交差点交差点割は割は

ポイントポイント!!

ポイントポイント!!

ポイントポイント!!

停車中の車両への
  追突が56%
停車中の車両への
  追突が56%

交差点－対歩行者


